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船

越

召H

生

【
要
約
】
　
著
者
は
わ
が
国
近
代
地
理
学
の
草
創
を
一
八
○
○
年
代
の
は
じ
め
に
み
と
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
を
代
表
す
る
作
贔
が
「
新
訂
万
国
全

図
」
で
あ
っ
て
、
漢
・
洋
の
諸
資
料
を
ひ
ろ
く
捜
窪
し
、
加
う
る
に
わ
が
国
本
土
に
つ
い
て
の
科
学
的
な
知
識
や
当
時
北
方
の
テ
ラ
琵
イ
ン
コ
グ
ニ
タ
の

地
理
的
知
識
の
獲
得
の
た
め
に
挑
戦
し
て
い
た
探
険
結
果
を
包
摂
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
漢
・
洋
の
側
か
ら
の
知
識
の
受
容
と
と
も
に
、
日
本
の

側
か
ら
こ
れ
に
主
体
的
に
参
与
し
う
る
「
地
理
的
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
」
を
ふ
く
ん
で
い
た
。
本
稿
で
は
「
新
訂
万
國
全
図
」
の
主
要
資
料
と
な
っ
た
ア
ロ
ゥ

ス
、
・
・
ス
の
原
図
を
、
わ
が
国
に
現
存
す
る
同
調
の
日
本
北
辺
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
・
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の
部
分
の
訳
図
と
説
明
に
み
る
地
図
的
要
素
か
ら
探
索
・

立
野
し
、
そ
の
原
図
の
君
王
を
考
え
る
こ
と
を
筋
と
し
な
が
ら
、
明
治
多
面
よ
り
半
世
紀
以
上
ま
え
に
す
で
に
わ
が
国
の
学
者
が
世
界
に
関
す
る
す
ば
ら

し
い
「
地
理
的
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
」
を
成
立
せ
し
め
て
い
た
こ
と
を
明
か
に
し
た
く
考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
二
巻
一
号
　
［
九
七
九
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
か
つ
て
筆
者
は
、
　
「
鎖
国
日
本
に
き
た
康
煕
図
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

頭
に
求
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
す
で
に
、

な
る
一
文
を
草
し
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
近
代
地
理
学
の
草
創
を
、
一
八
○
○
年
代
の
初
」

中
国
や
オ
ラ
ン
ダ
・
ロ
シ
ア
に
お
け
る
地
理
的
知
識
の
洗
礼
を
受
け
た
こ
の
方
面
の
研
究

者
達
が
、
伝
統
的
な
わ
が
国
の
地
理
的
知
識
を
、
広
汎
な
資
料
の
蒐
集
と
そ
の
批
判
・
理
解
の
上
に
立
ち
、
さ
ら
に
、
　
「
親
履
実
測
」
に
よ
っ

て
北
方
の
未
知
の
土
地
の
地
理
像
を
鮮
明
に
し
た
動
き
を
、
近
代
科
学
と
し
て
の
地
理
学
に
人
な
ら
ぬ
発
想
・
精
神
構
造
、
合
理
的
・
実
証
的

（1）1



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

方
法
に
よ
る
も
の
と
な
し
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
の
手
段
を
と
っ
て
、
報
告
を
行
っ
た
と
評
価
し
た
。
ド

　
そ
れ
は
、
高
橋
景
保
・
間
重
寵
・
馬
場
貞
由
を
中
心
と
す
る
天
文
方
に
拠
っ
た
研
究
集
団
と
間
宮
林
蔵
、
松
田
伝
十
郎
・
最
上
徳
内
・
近
藤

重
蔵
等
の
北
方
の
探
検
家
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
諸
活
動
が
、
そ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
そ
れ
ら
の
成
果
の
頂
点
に
立
つ
の
が
、
論
文
と
し
て
の
高
橋
の
『
北
夷
考
証
』
で
あ
り
、
探
検
記
と
し
て
の
五
宮
の
『
東
嶺
紀
行
』
で
あ
り
、

ま
た
、
地
図
と
し
て
の
間
宮
の
「
北
蝦
夷
地
図
」
、
高
高
等
に
よ
る
「
新
訂
万
国
全
図
」
の
編
集
で
あ
り
、
　
い
ず
れ
も
現
在
に
至
る
も
、
な
お

そ
の
学
問
的
価
値
を
失
わ
鳳
わ
が
国
地
理
学
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
ま
た
高
橋
至
時
や
閣
の
指
導
を
受
け
た
伊
能
忠
敬
の
日
本
全
土
を
覆
う
測
最
が
、
ま
さ
に
完
成
し
よ
う
と
す
る
段
階
に
も
相
あ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
〆

る
蒋
期
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
筆
者
が
、
一
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
業
績
活
動
の
中
に
、
r
近
代
地
理
学
の
前
駆
・
草
創
あ
る
い
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

成
立
を
み
よ
う
と
す
る
主
張
は
、
必
ず
し
も
的
は
ず
れ
の
も
の
で
は
な
ぐ
、
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
以
後
の
壊
滅
的
な
段
階
か
ら
の
再
出
発
時
点
に

お
け
る
地
理
学
の
業
績
ど
比
較
し
て
み
る
な
ら
ば
、
は
る
か
な
隔
り
を
も
つ
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
筆
者
は
、
、
世
土
い
わ
ゆ
る
「
明
治
の
地
理
学
」
に
対
し
て
、
「
文
化
の
地
理
学
」
の
存
在
を
提
唱
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
そ
の
合
理
主

義
・
実
証
主
義
と
そ
の
顕
現
と
し
て
の
手
続
・
表
現
を
ふ
ぐ
め
て
、
近
代
地
理
学
の
名
に
恥
じ
な
い
内
容
を
有
し
て
い
た
。
そ
れ
は
ま
た
「
化

政
時
代
」
と
称
せ
ら
れ
る
市
民
文
化
の
成
熟
期
を
基
盤
と
し
、
わ
が
国
の
内
政
・
外
交
に
お
け
る
イ
ン
パ
ク
ト
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

か
も
知
れ
な
い
。
文
化
年
間
の
地
理
的
業
績
が
、
き
わ
め
て
、
洗
練
さ
れ
た
内
容
を
有
す
る
の
も
右
の
事
情
を
享
け
る
も
の
で
、
こ
と
に
、
地
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

な
ら
び
に
、
紀
行
付
載
の
写
生
図
・
挿
画
等
は
、
端
的
に
こ
れ
を
示
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
化
政
文
化
」
の
一
翼
を
担
う
に
足
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
と
に
、
地
図
に
み
る
正
確
さ
・
明
嚇
さ
・
美
し
い
品
格
は
、
こ
の
時
期
の
作
品
の
特
徴
と
も
言
え
る
も
の
で
、
感
覚
的
に
も
他
の
時
期
の

も
の
と
異
な
る
。
　
「
文
化
の
地
理
学
」
は
、
ま
た
当
時
、
世
界
に
お
け
る
最
先
端
を
い
く
す
ぐ
れ
た
銅
版
世
界
地
図
を
も
生
み
出
し
て
い
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
　
「
新
訂
万
国
全
図
」
（
第
1
図
）
で
あ
り
、
当
時
、
最
新
の
ヨ
ザ
ロ
ッ
パ
資
料
を
基
礎
に
世
界
の
広
汎
な
地
域
を
描
く
と
と

も
に
日
本
お
よ
び
中
国
、
こ
と
に
日
本
の
北
辺
に
お
け
る
未
知
の
土
地
の
地
理
像
を
鮮
か
に
、
正
確
に
、
表
現
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
比
類

2　（2）



「新訂万国全図」の主要資料アロウスミスの原図について（船越）

第1図　高橋景保等撰「新訂万国全図」文化七年序　京都大学文学部地理学教室蔵

の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
い
わ
ゆ
る
「
発
見
時
代
」
以
後
、
十
八
世
紀
に
な
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
探

検
も
、
科
学
的
探
検
航
海
に
そ
の
性
格
を
変
え
る
が
、
こ
の
「
新
訂
万
国
全
図
」

は
そ
の
頂
点
に
立
つ
、
ク
ッ
ク
や
ラ
ペ
ル
ー
ズ
の
航
海
の
成
果
も
十
分
に
取
入
れ
、

か
つ
、
東
ア
ジ
ア
に
関
し
て
独
自
の
地
理
的
知
識
を
表
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
表
現
は
、
地
理
学
的
に
み
て
、
確
か
な
型
式
と
構
造
、
正
確
な
内
容
と
意

味
を
備
え
た
も
の
で
、
世
界
に
つ
い
て
の
わ
が
国
人
の
最
初
の
卓
絶
し
た
地
理
的

ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
か
の
『
日
本
』
『
日
本
植
物
志
』
『
日
本
動
物
志
』
な
ど
の
著
者
で
、
日
本
の
科

学
的
研
究
を
目
的
と
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
の
地
理
的
知
識
の
探
究
が
、
い
わ
ゆ
る
シ

ー
ボ
ル
ト
事
件
に
結
末
す
る
こ
と
は
、
周
知
の
如
く
で
あ
る
が
、
彼
の
も
と
め
た

標
的
が
、
当
時
一
般
に
知
ら
れ
る
正
確
な
地
図
を
有
し
な
か
っ
た
日
本
全
土
と
、

未
知
の
土
地
で
あ
っ
た
北
辺
の
地
図
類
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
ま
た
「
新
訂
万
国
全
図
」
の
国
際
的
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

部
分
と
も
一
致
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
新
訂
万
国
全
図
」
は
、

一
七
九
八
年
に
は
じ
め
て
正
確
な
知
識
の
得
ら
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
タ
ス
マ

ニ
ア
の
分
離
を
示
す
、
パ
ス
海
峡
を
も
鮮
明
に
描
か
れ
て
い
た
。
前
述
の
如
く
、

そ
こ
に
は
、
一
七
八
0
年
に
終
る
ク
ッ
ク
の
航
海
や
一
七
八
八
年
に
挫
折
す
る
ラ

ペ
ル
ー
ズ
の
科
学
的
探
検
の
成
果
も
ま
た
含
ま
れ
て
い
た
。

3　（3）



そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
な
す
知
識
の
基
礎
に
は
、
主
と
し
て
依
拠
し
た
一
つ
の
図
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

①
　
『
東
方
学
報
脈
京
都
、
第
三
八
冊
、
一
九
六
七
年
。

②
　
有
坂
隆
道
「
親
試
実
験
主
義
の
展
開
」
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
八
号
、
　
九
五
三

　
年
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
実
証
的
・
合
理
的
・
批
判
的
な
科
学
へ
の
志
向
は
、

　
元
禄
・
箪
食
期
に
お
け
る
医
学
の
分
野
で
ま
ず
起
り
、
屈
折
し
な
が
ら
も
、
以
後

　
の
時
代
思
潮
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
　
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か
で
、
地
理
学
の
分
野
に
お
い
て
は
、
や
や
お
く
れ
て

　
天
明
・
寛
政
期
に
朋
芽
し
、
文
化
年
間
に
昂
揚
期
を
迎
え
る
。
筆
者
は
「
親
履
実

　
測
」
と
い
う
の
は
、
医
学
に
お
け
る
「
親
試
実
験
」
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
の
で
き

　
る
実
証
憲
義
の
地
理
学
に
お
け
る
展
開
を
示
す
言
葉
で
あ
る
と
考
え
る
。
高
橋
景

　
保
は
『
北
夷
考
証
臨
（
文
化
六
奪
）
の
な
か
で
こ
の
言
葉
を
用
い
て
い
る
。

③
大
谷
亮
告
『
伊
能
忠
敬
』
一
九
一
七
年
、
三
九
頁
。

④
　
シ
ー
ボ
ル
ト
菓
件
以
後
『
蛮
社
遭
厄
小
記
隔
の
記
審
に
み
ら
れ
る
西
洋
学
の
萎

　
縮
傾
向
は
、
地
理
・
地
図
の
分
野
で
も
例
外
で
な
く
、
ほ
と
ん
ど
著
し
い
進
展
を

　
み
る
こ
と
な
く
、
つ
い
に
明
治
維
新
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

⑤
　
林
屋
辰
三
郎
編
『
化
政
文
化
の
研
究
』
一
九
七
六
年
は
、
こ
の
盆
暮
に
関
す
る

　
包
猛
的
な
研
究
で
あ
る
。
序
論
に
あ
た
る
同
教
授
に
よ
る
「
化
政
文
化
の
歴
史
的

　
位
置
」
は
広
汎
か
つ
す
ぐ
れ
た
展
望
を
示
し
て
い
る
。

　
　
筆
者
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
わ
が
国
地
理
の
学
に
お
い
て
、
外
来
文
化
の
選

　
択
的
摂
取
と
日
本
人
の
自
立
的
な
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
高
橋
景
保
等
「
新
訂
万

　
国
全
図
」
　
（
文
化
七
年
序
）
が
、
代
表
作
品
の
筆
頭
に
録
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
考

　
え
る
。

⑥
拙
稿
「
シ
ー
ボ
ル
ト
資
料
の
カ
ラ
フ
ト
地
図
に
関
す
る
若
輩
の
検
討
」
『
奈
良

　
女
子
大
学
地
理
学
研
究
報
告
』
1
（
印
刷
準
備
中
）

4　（4）

醐
　
従
来
の
研
究
と
問
題
点

　
そ
れ
は
、
　
『
北
夷
考
証
』
に
よ
れ
ば
コ
請
厄
里
亜
国
地
理
学
士
ア
ル
豚
ウ
ス
ミ
ッ
ト
ナ
ル
者
」
の
一
七
八
○
年
賦
の
新
し
い
世
界
図
で
あ
る

と
い
う
。
　
『
北
夷
考
証
』
は
そ
の
第
四
図
と
し
て
こ
の
図
の
一
部
、
日
本
の
北
辺
部
分
の
訳
図
を
収
載
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
一
部

分
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
原
拠
は
従
来
な
お
判
然
と
し
な
い
ま
ま
地
図
学
史
家
の
間
で
未
解
決
の
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
芦
田
伊
人
教
授
に
よ
っ
て
こ
の
間
題
が
最
初
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
一
九
三
〇
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
趣
旨
は
、
　
『
北
夷
考
証
』
に

よ
っ
て
一
七
八
○
年
と
さ
れ
る
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
図
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
北
夷
考
証
』
第
四
図
に
お
い
て
一
七
八
七
年
の
ラ
ペ
ル
ー

ズ
の
探
検
航
海
の
成
果
で
あ
る
カ
ラ
フ
ト
と
現
今
の
北
海
道
の
分
離
を
示
し
て
い
る
と
し
、
他
方
、
リ
ヅ
ピ
ソ
コ
ッ
ト
人
名
辞
書
に
ア
ロ
ウ
ス

ミ
ス
が
一
七
九
〇
年
に
世
界
図
を
作
成
し
て
い
る
旨
を
あ
げ
て
、
高
橋
景
保
が
ア
ラ
ビ
ア
数
字
9
を
8
と
誤
読
し
た
こ
と
に
発
す
る
と
な
し
、
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『
北
夷
考
証
』
の
一
七
八
○
年
作
成
説
を
一
七
九
〇
年
作
成
と
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
以
来
、
こ
の
問
題
は
何
ら
の
進
展
も
な
く
放
置

せ
ら
れ
、
筆
者
も
近
年
ま
で
疑
を
存
し
な
が
ら
も
一
応
こ
の
説
に
従
っ
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
九
七
一
年
一
一
月
の
人
文
地
理
学
会
地
理
学
史
部
会
で
室
賀
信
夫
教
授
は
ロ
ン
ド
ン
の
フ
ラ
ン
シ
ス
臆
エ
ド
ワ
…
ズ
書
店
の

目
録
に
収
め
ら
れ
た
ア
博
ウ
ス
ミ
ス
一
七
九
学
年
世
界
海
図
の
北
西
太
平
洋
部
分
を
呈
示
さ
れ
、
日
本
の
北
方
が
ダ
ン
ヴ
ィ
ル
作
成
図
と
共
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
、
　
『
北
岸
考
証
』
第
四
図
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
た
め
、
一
七
九
〇
年
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
世
界
図
原
拠
説
に
疑
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
そ
の
後
、
一
九
七
六
・
七
七
年
海
野
一
隆
教
授
は
、
こ
の
原
拠
図
の
有
す
る
可
能
性
に
関
す
る
若
干
の
提
案
を
行
な
わ
れ
た
。

　
筆
者
は
一
九
六
七
年
「
鎖
国
日
本
と
康
熈
図
」
の
一
文
を
草
し
て
身
辺
の
北
方
関
係
資
料
を
整
理
し
た
が
、
こ
の
原
拠
の
解
釈
に
苦
し
み
、

こ
の
問
題
を
避
け
た
。
た
ま
た
ま
同
年
秋
当
時
龍
谷
大
学
在
職
中
の
高
橋
正
氏
が
在
外
研
究
に
赴
か
れ
る
際
、
　
『
北
夷
考
証
』
第
営
為
の
コ
ピ

ー
を
托
し
て
調
査
を
依
頼
し
、
同
年
冬
こ
れ
に
ほ
ぼ
適
合
す
る
一
七
九
〇
年
刊
と
さ
れ
る
の
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
世
界
図
の
題
名
の
報
告
を
得
た
。

　
そ
の
後
、
一
九
七
三
年
、
渡
仏
さ
れ
た
藤
原
利
一
郎
教
授
に
一
七
九
〇
年
刊
の
こ
の
図
写
真
の
取
得
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
一

七
九
〇
年
図
と
さ
れ
る
図
の
日
本
附
近
（
異
る
二
葉
）
と
一
七
九
四
年
、
九
九
年
の
グ
ロ
ー
ブ
ラ
ー
図
法
世
界
図
の
日
本
附
近
の
写
真
を
送
っ
て
い

た
だ
き
、
所
謂
一
七
九
〇
年
の
メ
ル
カ
ト
ル
図
法
世
界
図
に
目
本
附
近
が
左
右
両
側
に
複
出
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、

こ
の
日
本
の
北
辺
は
左
側
が
室
賀
教
授
呈
示
の
も
の
と
共
通
す
る
ダ
ン
ヴ
ィ
ル
型
、
右
側
が
ク
ッ
ク
の
航
海
図
に
み
る
独
得
な
姿
を
呈
し
て
い

た
。
一
九
七
七
年
、
在
外
研
究
員
と
し
て
欧
米
に
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
際
、
U
Φ
葺
ω
。
財
①
ω
＄
p
富
鉱
三
δ
け
げ
①
F
ヒ
d
円
録
ω
げ
ζ
訂
宥
ざ
じ
ご
○
巳
魚
窪

い
8
同
舘
ざ
切
3
犀
。
夢
8
g
①
緊
9
餓
8
鮎
ρ
ヒ
d
皆
罵
。
夢
①
Φ
犀
α
①
目
箆
狩
鈴
ほ
く
Φ
誘
洋
①
詳
什
①
り
①
筐
①
二
等
で
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
資
料
調
査
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
う
こ
と
が
で
き
、
筆
老
の
従
来
の
知
見
よ
り
や
や
進
ん
だ
と
判
断
し
た
の
で
紙
面
を
与
え
ら
れ
た
機
会
に
こ
れ
を
発
表
す
る
こ
と
と
し
た
。

閲
覧
・
資
料
提
供
許
可
等
好
意
あ
る
援
助
を
得
た
こ
れ
ら
の
外
国
の
機
関
な
ら
び
に
国
立
国
会
図
書
館
・
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
・
函
館
市

立
図
書
館
に
衷
心
よ
り
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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①
　
芦
田
伊
人
「
樺
太
島
の
地
図
学
史
的
考
察
」
『
史
照
臨
第
五
号
、
一
九
三
〇
年
。

②
　
室
賀
儒
夫
「
新
訂
万
圏
全
図
の
一
資
料
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
図
に
つ
い
て
」
『
入
文

　
地
理
隔
離
二
四
巻
第
一
暑
（
発
表
要
旨
）
、
一
九
七
二
年
。

③
海
野
一
隆
「
高
橋
景
保
の
み
た
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
図
」
『
爾
学
資
料
研
究
会
研
究

　
報
告
隔
第
三
〇
九
曜
、
一
九
七
六
斧
。

　
　
「
愚
民
津
太
夫
ら
の
帰
国
と
地
図
の
却
来
」
　
『
日
本
洋
学
史
研
究
』
W
、
一
九

　
七
七
年
。

④
　
本
稿
の
骨
子
は
人
文
地
理
学
会
地
理
学
史
部
会
第
ニ
智
識
例
会
に
お
い
て
発
蓑

　
し
た
。
要
旨
は
「
わ
た
く
し
の
古
地
図
調
査
（
1
）
1
『
北
爆
ハ
考
証
臨
第
闘
図
の
原

　
拠
を
め
ぐ
っ
て
」
『
人
文
地
理
』
第
三
〇
巻
第
閥
琢
、
～
九
七
八
年
。

6　（6）

ニ
　
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
原
図
へ
の
手
が
か
り

　
筆
者
が
「
新
訂
万
国
金
図
」
の
主
要
資
料
ア
胃
ウ
ス
ミ
ス
原
図
の
探
索
に
用
い
た
資
料
は
O
高
橋
景
保
撰
『
北
夷
国
』
（
函
館
市
立
図
書
館
蔵
）
、

◎
高
橋
景
保
撰
『
騒
騒
考
証
』
文
化
六
年
（
一
八
○
八
）
述
（
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
）
、
⇔
山
田
聯
撰
『
聖
業
北
窩
図
説
通
覧
備
孜
』
（
＠
国
立
國

会
図
書
館
蔵
、
⑤
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
）
等
で
、
い
ず
れ
も
写
本
で
あ
る
。

　
e
の
『
卓
絶
考
』
は
高
橋
景
保
自
筆
稿
本
に
か
か
り
、
明
治
三
七
年
七
月
『
地
学
雑
誌
』
第
一
六
年
第
一
八
九
号
機
掲
載
さ
れ
た
東
京
地
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

協
会
本
と
同
一
本
と
上
せ
ら
れ
る
。
カ
ラ
フ
ト
に
関
す
る
地
図
資
料
の
考
証
を
行
っ
た
も
の
で
、
⇔
の
『
北
西
考
証
』
の
下
書
き
と
解
せ
ら
れ
、

後
の
部
分
を
欠
い
て
お
り
完
全
で
は
な
い
。
作
成
は
文
化
六
年
の
前
半
と
考
え
て
よ
い
。
主
要
資
料
と
な
っ
た
地
図
四
葉
の
解
題
を
ふ
く
み
、

現
在
の
稿
本
に
は
地
図
を
欠
い
て
い
る
。
基
調
と
し
て
は
『
北
夷
考
証
』
と
同
様
で
あ
る
が
、
時
に
『
北
国
考
証
』
で
は
整
理
・
消
去
さ
れ
て

し
ま
っ
た
文
章
を
存
し
、
こ
の
部
分
に
見
過
し
難
い
史
料
価
値
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
『
北
夷
考
証
』
に
な
い
序
文
を
存
し
て
い
る
。
ア
ロ
ウ

ス
一
、
・
ス
世
界
図
に
つ
い
て
は

　
こ
讃
厄
里
亜
国
製
図
　
乙
号

　
　
此
図
一
千
七
百
八
十
年
蝶
九
年
製
ス
ル
三
盛
シ
テ
、
地
球
全
覧
ノ
方
図
ナ
リ
。
半
歳
西
人
欝
来
ノ
図
示
三
聖
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
尤
モ
細
審
ナ
リ
。
嘗
テ
審

　
　
ナ
ラ
ザ
ル
諸
地
ヲ
悉
ク
審
ニ
シ
、
彼
人
蚕
リ
、
実
験
セ
シ
地
ハ
鍼
路
ヲ
以
テ
コ
レ
ヲ
証
ス
。

　
　
近
〔
ゴ
〕
ロ
発
下
数
品
ノ
剛
凶
ト
仙
軟
ス
ル
ニ
、
甘
鷲
詳
ナ
ル
事
挙
ク
ル
ニ
邊
ア
ラ
ズ
。
実
二
士
H
今
独
歩
ス
ル
ノ
ロ
開
ナ
リ
。



「新訂万國全図」の主要資料アロウスミスの原図について（船越）

　
予
寒
露
シ
テ
製
ス
ル
所
論
ハ
、
附
図
ヲ
主
ト
シ
テ
、
他
ノ
右
図
ヲ
以
テ
校
ス
。
此
図
魯
西
亜
人
モ
主
要
ス
ト
イ
ヘ
り
っ
下
人
此
図
中
、
新
二
鍼
路
ヲ
記
セ
ル

　
ア
リ
。
亦
証
ト
ス
ベ
シ
。
後
第
一
二
図
ハ
即
チ
此
図
ヲ
抄
写
ス
。
北
蝦
夷
ヲ
一
蓋
ト
ス
ル
モ
ノ
特
リ
此
面
二
止
ル

と
簡
潔
に
し
て
要
を
得
た
解
題
を
記
し
て
い
る
〔
こ
の
部
分
は
文
章
構
造
を
幾
分
変
え
て
つ
ぎ
の
『
北
夷
考
証
』
に
も
残
さ
れ
る
〕
。

　
⇔
の
『
北
夷
考
証
』
は
文
化
六
年
（
一
八
○
八
）
八
月
述
。
こ
の
書
は
近
世
属
本
地
理
学
の
中
で
最
大
の
傑
作
と
さ
れ
る
も
の
で
、
当
時
未
知

土
地
と
さ
れ
た
カ
ラ
フ
ト
の
地
理
像
が
大
陸
に
連
る
半
島
と
す
る
説
や
二
島
よ
り
成
る
素
魚
が
あ
っ
て
混
乱
し
て
い
た
の
を
和
漢
洋
に
わ
た
る

四
種
の
地
図
か
ら
そ
の
姿
を
立
証
し
、
当
時
最
も
正
確
な
地
図
を
作
成
し
て
そ
の
一
落
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
。
　
「
北
砂
」
と
は
カ
ラ
フ

ト
の
謂
で
、
幕
府
の
直
轄
と
時
を
同
じ
く
し
て
公
に
名
称
を
改
め
た
「
北
蝦
夷
」
の
略
で
あ
っ
た
。

　
著
者
高
橋
は
新
た
に
「
輿
地
総
界
図
」
作
成
の
命
を
う
け
て
、
西
刻
な
ど
の
諸
資
料
を
得
て
こ
れ
を
検
討
し
て
一
図
を
作
成
し
た
が
、
わ
が

北
辺
カ
ラ
フ
ト
に
つ
い
て
、
そ
の
輪
郭
・
面
積
そ
し
て
ま
た
一
二
な
の
か
、
二
島
な
の
か
の
正
確
な
地
理
像
を
得
る
の
に
困
惑
し
て
そ
の
研
究

を
二
年
に
わ
た
っ
て
行
な
い
、
そ
の
考
証
成
果
を
示
す
の
が
本
書
の
目
的
で
あ
っ
た
。

　
『
北
夷
考
証
』
所
収
図
は
こ
の
目
的
に
沿
う
左
の
五
種
が
選
ば
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

　
一
「
校
訂
図
」

　
二
「
乾
隆
年
製
図
」

　
三
「
西
士
ピ
ー
テ
ル
ポ
ソ
デ
書
中
二
載
ス
ル
所
ノ
図
」

　
四
コ
請
厄
里
璽
国
新
訂
鰍
鞍
鷺
九
製
図
」

　
五
「
間
宮
生
実
験
図
」

で
あ
っ
た
。
簡
単
に
い
え
ば
、
宕
の
内
容
は
一
が
、
ニ
ー
五
図
を
資
料
と
し
て
編
輯
し
た
高
橋
の
所
見
を
示
す
地
図
、
　
『
北
夷
考
証
』
全
文
は

そ
の
た
め
の
考
証
で
そ
の
結
論
に
当
る
も
の
で
あ
る
。
二
は
清
康
熈
年
間
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
作
成
し
た
漢
字
に
よ
る
木
版
地
図
の
カ
ラ
フ
ト

黒
龍
江
河
口
一
帯
図
に
も
と
つ
く
〔
「
乾
隆
年
製
」
と
箱
書
さ
れ
た
こ
の
図
を
里
諺
時
代
の
も
の
と
す
る
考
証
略
『
北
夷
考
証
』
」
の
一
部
を
な
す
〕
。
　
三
は

7　（7）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

プ
レ
ホ
ス
ト
繭
文
旅
行
記
附
載
の
地
図
の
地
名
を
片
仮
名
日
本
訳
に
改
め
る
も
の
で
、
前
出
二
と
全
く
一
致
す
る
。
四
が
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
世
界

図
の
島
本
本
土
北
端
よ
リ
カ
ラ
フ
ト
・
黒
龍
江
流
域
・
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
南
部
な
ど
を
ふ
く
む
部
分
終
回
〔
第
2
図
参
照
〕
、
五
は
前
年
営
力
・

ラ
フ
ト
探
検
を
行
な
っ
た
間
宮
林
蔵
・
松
田
伝
十
郎
等
の
探
検
結
果
を
示
し
た
地
図
と
、
r
同
年
冬
間
曲
が
再
び
命
を
奉
じ
て
探
検
旅
行
を
行
っ

た
途
次
か
ら
送
付
し
た
地
図
の
二
つ
を
綜
合
し
て
作
成
し
た
地
図
で
、
最
初
の
一
は
こ
れ
を
比
較
・
校
訂
し
て
集
成
し
た
も
の
で
い
ず
れ
も
筆

者
の
い
わ
ゆ
る
「
文
化
の
地
図
」
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
精
緻
・
美
麗
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
第
四
図
に
つ
い
て
『
北
夷
考
証
』
は
、
西

刻
諸
図
な
ら
び
に
清
人
の
地
図
を
み
る
と
そ
の
地
理
像
は
様
々
で
、
カ
ラ
フ
ト
を
「
サ
ガ
リ
…
ン
」
と
「
カ
ラ
フ
ト
」
の
二
島
と
す
る
も
の
が

多
く
、
右
の
二
・
三
な
ど
の
図
は
一
島
と
な
っ
て
い
る
が
、
南
方
が
暖
昧
模
糊
と
な
っ
て
い
て
信
じ
が
た
い
。
し
か
し
、

　
厳
器
官
物
御
蔵
ト
ナ
ル
所
ノ
点
画
里
亜
国
「
ア
ル
ロ
ウ
ス
ミ
ッ
ト
」
ナ
ル
者
新
製
輿
地
図
一
葉
ア
リ
。
コ
レ
彼
一
千
七
百
八
十
年
餓
鞍
永
製
ス
ル
所
地
球
全

　
覧
ノ
方
図
ナ
リ
。

と
さ
れ
る
地
図
が
あ
り
、
高
橋
が
「
総
界
全
図
」
を
新
製
す
べ
き
命
を
受
け
た
際
、
と
く
に
撃
払
を
主
と
し
て
他
の
数
地
図
を
そ
の
校
閲
に
あ

て
た
の
で
あ
っ
た
コ
そ
し
て
こ
の
地
図
の
他
と
異
る
著
し
い
特
徴
は
、

　
尤
モ
此
南
中
ニ
ハ
我
北
蝦
夷
ト
云
モ
ノ
ト
「
サ
ガ
リ
…
ソ
」
ヲ
以
テ
一
蓋
ト
ナ
セ
リ
。
新
古
ノ
図
、
未
ダ
見
ザ
ル
研
ナ
リ
。
コ
レ
原
ト
実
験
二
曲
テ
、
其
証

　
ア
ツ
テ
コ
レ
ヲ
為
ス
所
ナ
リ
。
若
シ
旧
図
L
石
ノ
如
キ
ヲ
ナ
セ
ル
ノ
実
証
ア
ラ
バ
何
ゾ
如
斯
ノ
校
訂
新
訂
薪
酬
製
図
ニ
シ
テ
漫
リ
ニ
改
メ
テ
一
島
ト
ナ
サ
ン
ヤ
。

　
後
二
甘
バ
図
ヲ
出
シ
テ
一
が
ス
の
籠
〃
四
図
〔
譜
厄
里
亜
国
新
訂
製
図
〕
　
コ
レ
ナ
リ
。

と
し
て
、
こ
の
図
の
有
す
る
重
要
な
意
味
を
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
〔
第
2
図
参
照
。
こ
の
部
分
、
や
や
文
章
を
異
に
し
て
前
出
『
北
夷
考
』
に
も
み

ら
れ
る
〕
。

　
こ
の
図
は
、
北
は
ペ
ン
ジ
ン
ス
カ
や
湾
北
端
を
欠
き
、
オ
ホ
…
ッ
ク
北
岸
の
大
体
を
示
し
、
西
は
西
北
に
レ
ナ
川
上
六
部
を
、
西
南
に
黒
龍

江
下
流
部
を
ふ
く
み
、
南
は
本
州
北
端
に
お
い
て
、
東
は
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
中
部
で
限
る
。

　
経
緯
線
は
、
経
線
が
一
三
五
度
お
よ
び
一
五
〇
度
（
グ
リ
ニ
チ
基
準
）
の
二
本
、
緯
線
は
、
北
緯
四
〇
・
五
〇
・
六
〇
度
の
三
本
、
経
緯
度
の

8　（8）



「新訂万醐全図」の主要資料アmウスミスの原図について（船越）
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数
字
な
ら
び
目
盛
を
欠
く
。
陸
地
の
輪
郭
は
ラ
ペ
ル
ー
ズ
図
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
ラ
ペ
ル
ー
ズ
図
に
な
い
レ
ナ
川
上
流
部
・
黒
龍
江

下
流
部
の
詳
細
な
水
系
を
有
し
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
南
部
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
北
岸
に
円
型
の
記
号
で
示
さ
れ
る
集
落
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
点

線
で
示
さ
れ
る
交
通
路
が
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
南
東
岸
の
ウ
ツ
カ
湊
よ
リ
ボ
リ
セ
レ
ツ
ク
を
経
由
し
隅
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
川
中
流
で
、
同
川
下
東
部
へ

一
本
の
交
通
路
を
派
出
し
な
が
ら
北
上
す
る
が
、
東
端
の
枠
で
切
ら
れ
て
一
旦
消
え
た
後
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
北
岸
で
再
び
現
れ
て
ヤ
ム
ス
ク
・

タ
ヲ
ゥ
ス
ク
を
経
由
、
ヲ
ホ
ッ
ク
の
北
方
を
通
り
、
ユ
ド
ム
ス
ク
対
岸
か
ら
ユ
ド
ム
河
流
域
（
レ
ナ
州
上
流
）
に
入
る
。
一
ま
た
黒
龍
江
北
岸
に
は

点
線
で
露
清
国
境
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
の
『
彙
泉
北
窩
図
説
通
覧
備
孜
』
は
崎
門
派
の
儒
者
山
田
聯
（
槌
斎
）
の
撰
。
文
化
穴
年
（
一
八
○
八
）
の
序
文
を
有
し
、
さ
ら
に
献
上
の

た
め
の
文
化
八
年
の
序
文
が
あ
る
。
露
・
蘭
・
英
・
仏
な
ど
の
ほ
か
清
國
の
地
図
を
ふ
く
む
一
七
種
の
北
辺
地
図
を
掲
げ
て
そ
の
考
証
を
行
な

い
、
こ
れ
ら
を
基
礎
に
撰
着
自
身
に
よ
る
「
蝦
夷
全
地
署
図
」
な
る
独
自
の
地
図
を
作
成
し
て
附
し
た
も
の
。
養
老
山
田
聯
は
幕
府
の
有
力
者

で
、
蘭
学
に
も
理
解
の
深
い
堅
田
侯
堀
田
正
敦
に
仕
え
、
そ
の
下
野
へ
の
移
封
の
際
も
従
っ
た
。
堀
田
正
敦
は
ま
た
仙
台
伊
達
家
の
出
で
、
昌

平
盤
・
天
文
方
な
ど
幕
府
関
係
の
機
関
な
ら
び
に
大
槻
玄
沢
一
派
と
の
交
渉
も
あ
っ
て
資
料
蒐
集
の
便
宜
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
山
田
の

資
料
蒐
集
は
和
・
漢
・
洋
に
わ
た
っ
て
き
わ
め
て
広
く
、
彼
の
蒐
集
資
料
を
通
じ
て
天
文
方
で
把
握
し
て
い
た
墨
時
の
こ
の
方
面
の
資
料
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

窺
い
知
れ
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
書
の
第
一
七
図
が
ア
戸
ウ
ス
ミ
ス
原
図
の
一
部
で
「
譜
厄
里
亜
国
士
海
上
全
図
所
見
蝦
夷
四
境
下
図
」
の
題

目
を
有
し
て
い
た
。
こ
れ
に
附
さ
れ
た
解
説
・
考
証
の
骨
子
を
つ
ぎ
に
述
べ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
図
説
明
の
第
一
は
著
者
が
「
譜
厄
里
亜
国
喪
理
学
士
ア
ル
ロ
ウ
ス
ー
・
・
ヅ
ト
」
、
盛
年
を
一
七
八
○
年
と
す
る
「
海
上
全
図
」
で
あ
る

こ
と
。
入
手
径
路
が
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
の
「
魯
西
亜
使
節
レ
サ
ノ
ヅ
ト
等
入
貢
ノ
日
二
当
リ
テ
鷹
シ
到
レ
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
、
我
和
蘭
訳

司
本
木
某
私
カ
ニ
請
得
シ
テ
コ
レ
ラ
進
呈
」
し
た
「
古
今
朱
曽
有
ノ
精
興
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　
第
二
は
本
図
が
、
経
線
一
五
度
、
緯
線
一
〇
度
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
が
「
円
ヲ
転
ジ
テ
方
ヲ
ナ
ス
ノ
法
二
敬
ヒ
模
出
シ
タ
」
も
の
で
、

「
そ
の
巧
妙
精
緻
、
誠
二
蚕
糸
牛
毛
ヲ
分
ツ
ベ
キ
物
タ
レ
バ
、
ソ
ノ
精
密
又
コ
レ
ニ
過
グ
ル
モ
ノ
ナ
カ
ル
ベ
シ
」
と
そ
の
精
緻
さ
を
賞
揚
す
る
。
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「新訂万国全図」の主要資料アロウスミスの原図について（船越）

そ
し
て
「
ナ
オ
イ
マ
ダ
遺
漏
ナ
シ
ト
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ハ
、
包
子
ノ
所
見
伝
説
モ
ト
ヨ
リ
差
謬
ヲ
免
レ
ザ
レ
パ
ナ
リ
」
と
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
な
お
誤
の
存
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
彼
の
指
摘
す
る
誤
は
、
簡
単
に
要
約
す
れ
ば
つ
ぎ
の
如
く
な
る
。

　
①
現
今
の
北
海
道
東
部
が
、
野
人
の
旧
測
に
よ
っ
て
い
る
た
め
、
過
度
に
東
方
に
の
び
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
わ
が
方
か
ら
数
え
て
千
島
第
一

島
が
実
は
第
三
島
の
位
置
に
あ
る
点
、
ま
た
千
島
列
島
一
般
の
不
確
か
な
描
絵
の
詣
摘
。

　
②
カ
ラ
フ
ト
東
南
の
二
岬
湾
は
ハ
旧
測
に
よ
る
も
の
で
、
こ
と
に
北
西
岸
は
実
証
を
経
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
図
上
に
示
さ
れ
る
航
路

に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
大
陸
か
ら
カ
ラ
フ
ト
へ
の
海
路
が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
と
く
に
こ
の
部
分
の
地
理
を
調
査
し
て
図
上
に

載
せ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
点
。

　
⑧
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
東
西
幅
が
一
五
度
に
な
っ
て
お
り
、
過
度
に
狭
小
で
、
そ
れ
は
西
洋
二
宮
の
諸
国
が
、
縫
胆
東
摩
の
位
置
に
差
誤
の
あ

る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
と
し
て
、
他
に
も
例
を
あ
げ
て
、
こ
の
図
の
信
了
し
が
た
い
点
の
存
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。

　
④
カ
ラ
フ
ト
に
関
し
て
南
北
八
度
半
、
東
西
五
度
余
の
大
島
を
示
し
て
い
る
が
、
カ
ラ
フ
ト
東
岸
、
阿
党
吉
河
以
北
の
地
理
、
地
名
な
ど
が

無
視
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
ま
た
前
述
の
縫
鞄
海
峡
を
こ
え
る
点
線
に
つ
い
て
は
、
附
近
住
民
の
渡
島
ル
ー
ト
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

清
朝
の
命
に
よ
っ
て
そ
の
形
象
を
審
測
し
た
も
の
に
よ
っ
て
填
補
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
①
に
つ
い
て
は
ま
ず
は
妥
当
な
疑
問
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
②
の
後
半
、
⑧
④
の
後
半
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
妥
当
な
疑
問
と
は
い
え
ず
、

正
否
相
存
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
右
の
疑
問
意
力
条
に
つ
い
て
山
田
聯
は
い
ま
だ
に
そ
の
正
し
い
知
識
を
得
る
に
至
ら
ず
、
問
題
の
の
こ
る
と
こ
ろ
と
な
し
、

　
　
「
大
凡
西
図
ノ
航
シ
テ
我
二
鷹
シ
致
セ
ル
モ
ノ
ノ
中
二
就
テ
、
ソ
ノ
製
作
用
工
ト
イ
マ
ダ
コ
ノ
図
ノ
精
密
ニ
ス
グ
ル
モ
ノ
ヲ
ミ
ザ
レ
パ
、
誠
二
希
世
ノ
珍
図

　
　
ト
言
ベ
シ
。
故
人
外
乱
コ
レ
ラ
最
上
ノ
物
ト
シ
テ
、
ソ
ノ
許
多
云
々
議
ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
暁
ラ
ズ
。
三
島
採
毛
ノ
所
由
ヲ
弁
知
セ
ザ
ル
モ
ノ
カ
」

と
し
、
こ
れ
を
資
料
と
し
て
他
の
諸
図
を
加
え
て
検
討
す
れ
ば
、
当
世
に
な
お
耳
聞
の
点
も
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
し
て
、
山
田
聯
は
こ
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ぜ
， 髭

●

，

キ

炉 全
岡
申

一

宇

の
図
の
最
も
重
要
な
点
と
考
え
る
と
こ
ろ
を

　
按
二
、
コ
ノ
図
ハ
「
カ
ラ
フ
ト
島
」
　
「
サ
ガ
リ
ソ
島
」
ト
ヲ
会
セ
テ
一
箇
ノ
島
地
ト
シ
テ
画
［
出
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
外
藩
ニ
イ
マ
ダ
カ
ク
ノ
如
ク
三
三
ス
ル

　
モ
ノ
ヲ
ミ
ザ
レ
バ
、
実
二
致
証
二
備
フ
ベ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
又
ソ
ノ
疑
フ
ベ
キ
モ
ノ
ヲ
著
明
ス
ル
如
此
。
然
レ
ド
モ
コ
レ
等
ノ
所
由
、
彼
ニ
ア
ツ
テ
、
即
チ

　
既
二
審
明
ヲ
州
得
ル
ト
コ
ロ
ナ
ル
ベ
シ
。
姑
ク
所
見
ヲ
述
べ
テ
博
達
ノ
士
ノ
是
正
ヲ
挨
ッ
ノ
ミ
。

と
指
摘
し
て
結
び
の
喬
葉
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
に
馴
せ
ら
れ
る
「
譜
厄
里
亜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
撰
海
上
全
図
所
見
蝦
夷
四
彊
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

第3図　山田聯撰r彙輯北野図説集覧備孜』　（文化八年序

　　　　所収「誘厄里亜園撰海上全図所見蝦夷四彊全図」

　　　　國立照会図書館蔵　模写

図
」
は
⑧
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
⑤

国
立
公
文
庫
館
内
閣
文
庫
蔵
本
の
同

一
人
物
の
手
跡
に
な
る
二
写
本
が
あ

り
、
型
式
・
図
ど
り
な
ど
基
本
的
に

は
共
通
し
、
⑧
図
に
海
峡
名
・
島
呼

名
な
ど
三
個
の
英
語
に
よ
る
記
載
が

み
ら
れ
る
点
を
異
に
す
る
。

　
所
収
の
範
囲
は
『
北
夷
考
証
』
第

四
図
と
比
較
す
る
と
、
北
が
緯
度
約

二
度
、
東
が
経
度
約
一
三
度
、
南
が

拙糧

x
一
二
〇
度
、
　
西
が
経
度
六
度
だ

け
広
く
な
り
、
北
限
が
北
緯
六
五
度
、

工2 （12）
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宙
ハ
…
限
が
宙
ハ
経
一
七
六
度
、
南
限

が
北
緯
二
二
度
、
西
限
が
東
経

＝
一
六
度
を
以
て
限
ら
れ
る
。

　
経
線
は
東
経
一
三
五
、
　
一
五

〇
、
一
六
五
度
の
三
本
で
一
五

度
間
隔
、
緯
線
は
北
緯
二
〇
、

一二

Z
、
　
四
〇
、
　
五
〇
、
　
山
ハ
○
度

の
五
本
で
一
〇
度
間
隔
、
経
度

の
園
盛
の
み
存
し
て
数
字
を
欠

き
、
緯
度
は
数
字
の
み
存
し
て

目
盛
を
欠
く
。

　
陸
地
の
輪
郭
は
、
北
は
ペ
ソ

ジ
ナ
湾
北
岸
を
ふ
く
み
、
東
は

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
が
全
き
姿

を
示
し
、
南
は
日
本
列
島
の
す

べ
て
が
描
か
れ
、
西
は
朝
鮮
半
島
が
東
西
に
二
分
さ
れ
、
そ
の
東
半
部
の
み
が
あ
ら
わ
れ
る
。

　
『
北
夷
考
証
』
図
と
の
共
通
範
囲
を
み
る
と
、
陸
地
の
輪
郭
は
全
ぐ
共
通
す
る
が
、
内
容
の
記
載
に
お
い
て
、
レ
ナ
川
上
流
水
系
の
す
べ
て

を
欠
き
、
ま
た
片
仮
名
書
き
の
集
落
名
・
島
喚
名
・
半
島
名
馬
川
名
な
ど
の
す
べ
て
を
欠
く
。
た
だ
③
図
に
の
み
、
密
書
海
峡
に
O
閏
跨
窟
客
国
り

。
幣
8
諺
菊
8
諺
口
輪
”
カ
ラ
フ
ト
に
二
二
○
囚
》
○
舛
ω
》
○
綴
》
口
慰
千
島
列
島
に
囚
d
菊
H
い
な
ど
の
三
つ
の
地
理
的
名
称
を
記
す
。
　
ま
た13 （13）



二
軍
夷
考
証
』
図
に
み
ら
れ
な
い
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
よ
り
発
し
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
南
端
を
回
航
し
て
北
上
す
る
航
跡
、
ア
ワ
チ
ヤ
湾
よ
り
出

入
す
る
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
東
岸
、
日
本
東
方
海
上
の
ク
ッ
ク
亡
き
あ
と
の
ク
ッ
ク
艦
隊
の
航
跡
、
同
上
に
入
り
、
同
港
よ
り
出
て
九
州
南
方
の
一

島
に
終
る
ク
ル
ー
ゼ
ソ
シ
ュ
テ
ル
ン
の
航
跡
が
、
一
切
の
注
釈
な
し
で
描
か
れ
て
い
る
。

　
①
　
函
館
市
立
図
轡
館
現
蔵
。
川
上
聴
剣
琉
櫛
蔵
。
一
九
七
六
年
春
同
僚
の
武
久
義
　
　
　
　
③
　
拙
稿
『
東
方
学
報
』
京
都
、
第
三
八
冊
、
一
九
六
七
年
、
七
三
頁
。

　
　
彦
教
授
と
と
も
に
同
館
に
訪
書
し
、
厚
意
あ
る
援
助
を
得
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
④
の
前
半
は
妥
当
な
批
判
と
考
え
る
が
、
後
半
に
み
え
る
点
線
の
解
釈
は
、
た

　
②
　
今
井
榛
「
ピ
ー
テ
ル
・
デ
・
ホ
ン
ド
の
万
国
無
記
」
『
爾
学
資
料
研
究
会
研
究
　
　
　
　
し
か
に
こ
の
地
方
の
住
民
の
渡
島
ル
ー
ト
が
こ
の
付
近
に
あ
る
と
し
て
も
、
地
図

　
　
報
膏
』
第
一
六
〇
号
、
一
九
六
四
年
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
的
に
は
別
の
解
釈
も
成
立
つ
〔
次
章
註
⑥
参
照
〕
。
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三
　
わ
が
国
の
資
料
に
お
け
る
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
原
図
の
地
図
的
要
素

　
こ
こ
で
右
の
資
料
に
み
え
る
地
図
な
ら
び
に
説
明
か
ら
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
原
図
の
具
備
し
て
い
る
は
ず
の
要
素
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
す
く
な

く
と
も
こ
れ
ら
の
資
料
に
断
片
的
に
で
も
窺
わ
れ
る
地
図
的
要
素
を
筆
者
の
求
め
る
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
図
は
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

で
あ
る
。
以
下
『
北
夷
考
証
』
図
は
単
に
「
考
証
図
」
と
、
　
『
北
務
図
説
集
濫
悪
孜
』
図
は
「
図
説
図
」
と
略
し
て
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　
の
　
題
名
・
内
容
・
著
者

「
図
説
図
」
に
、
　
コ
諸
厄
里
亜
国
撰
海
上
全
図
」
と
称
し
、
ま
た
『
北
龍
考
証
』
に
「
地
球
全
篇
ノ
方
図
」
、
「
輿
地
図
」
な
ど
と
記
さ
れ
る
よ

う
に
、
英
国
製
・
世
界
全
体
の
カ
バ
ー
、
　
「
方
図
」
す
な
わ
ち
メ
ル
カ
ト
ル
図
法
、
　
「
海
上
全
図
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
海
図
の
名
称
を
も
つ

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
北
夷
考
証
』
に
「
古
今
舶
来
諸
地
図
中
コ
レ
ヨ
リ
精
ナ
ル
ハ
ナ
ク
」
と
さ
れ
、
　
「
実
二
古
今
独
歩
ノ
精
図
」

と
い
わ
れ
る
詳
細
な
図
で
、
　
「
従
来
不
分
明
置
去
審
ノ
地
方
ノ
如
キ
モ
明
藪
シ
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
新
し
い
発
見
の
内
容
を
も
ふ
く
ん
で
い

る
。
　
「
図
説
図
」
説
明
も
「
霜
曇
未
曽
有
ノ
精
図
」
と
い
う
。
著
者
に
つ
い
て
は
『
北
夷
考
証
』
は
「
譜
厄
里
亜
国
ア
ル
F
ウ
ス
ミ
ヅ
ト
」
と

い
い
、
　
「
図
説
図
」
説
明
に
は
「
讃
厄
里
亜
国
地
理
学
土
ア
ル
ロ
ウ
ス
ー
ミ
ッ
ト
」
と
い
う
。

　
⇔
　
刊
年



「新訂万麟全図」の主要資料アロウスミスの原図について（船越）

『
北
夷
考
証
』
は
一
七
八
○
年
と
す
る
。
ま
た
「
新
製
輿
地
図
」
と
い
い
「
古
今
舶
来
諸
地
図
中
コ
レ
ヨ
リ
…
…
新
製
ナ
ル
ハ
ナ
シ
」
と
い

う
。
　
「
図
説
図
」
説
明
に
は
「
文
化
元
年
魯
西
亜
国
ノ
使
節
レ
サ
ノ
ッ
ト
等
入
貢
ノ
日
ニ
ア
タ
リ
齎
シ
到
レ
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
我
和
蘭
訳
司
本

　
①
木
某
私
二
請
得
テ
翼
レ
ヲ
進
呈
ス
ル
所
ノ
物
ナ
リ
」
と
い
い
、
レ
ザ
ノ
ブ
の
乗
艦
ナ
デ
ジ
ュ
ダ
号
は
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ユ
テ
ル
ソ
艦
長
の
指
揮
の

も
と
に
天
〇
三
年
倉
盲
ζ
ン
シ
ユ
タ
ッ
ト
軍
港
を
出
港
し
て
い
る
の
で
下
限
が
判
然
と
す
物
・

　
⇔
　
経
緯
線
・
経
緯
度

「
考
証
学
」
は
黒
龍
江
下
流
部
漕
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
中
央
を
通
過
す
る
経
線
工
法
、
日
本
本
土
北
端
、
　
「
サ
ガ
」
イ
ソ
島
」
中
部
・
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
北
岸
を
通
過
す
る
緯
線
三
本
を
有
し
、
経
緯
度
と
も
目
盛
・
度
数
を
欠
く
。
　
「
図
説
図
」
は
「
考
証
図
」
に
比
べ
て
所
収
範
囲
が
や
や
広
く
、

「
考
証
図
」
の
経
線
に
加
う
る
に
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
東
方
に
も
う
一
つ
の
経
線
を
有
す
る
。
緯
線
は
「
考
証
図
」
の
そ
れ
に
更
に
南
方
に
三

つ
が
加
わ
り
、
別
に
回
帰
線
も
示
さ
れ
る
。
両
図
に
共
通
す
る
経
緯
線
は
同
・
一
地
点
を
通
過
す
る
。
　
「
図
説
図
」
は
ま
た
、
経
度
の
目
盛
（
一

五
度
毎
）
を
存
し
て
経
度
数
を
記
さ
ず
、
緯
度
の
目
盛
は
欠
く
が
緯
線
に
は
、
二
〇
・
三
〇
・
騰
○
・
五
〇
・
六
〇
の
度
数
が
一
〇
度
毎
に
示

さ
れ
る
。
　
「
図
説
図
」
説
明
に
は
経
度
一
五
度
毎
、
緯
度
一
〇
度
毎
の
引
違
を
有
す
る
旨
記
さ
れ
る
。
ま
た
経
度
の
目
盛
は
一
度
、
○
・
五
度

を
読
み
と
れ
る
よ
う
に
付
さ
れ
て
い
る
。

　
鱒
　
陸
地
の
輪
郭
∵
水
系

「
考
証
図
」
　
「
図
説
図
」
⑧
⑤
と
も
範
囲
を
共
通
と
す
る
部
分
は
一
致
。
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
・
千
島
列
島
・
黒
龍
江

附
近
及
び
以
南
の
海
岸
線
・
朝
鮮
半
島
・
カ
ラ
フ
ト
・
現
今
の
北
海
道
・
日
本
列
島
な
ど
す
べ
て
ラ
ペ
ル
ー
ズ
図
に
み
え
る
陸
地
の
輪
郭
と
共

通
の
特
微
を
有
す
る
。

水
系
は
三
図
と
も
殆
ん
ど
共
通
し
、
比
較
的
詳
細
と
い
え
る
。
レ
ナ
川
上
流
水
系
・
黒
龍
江
下
流
の
水
系
を
克
明
に
描
い
て
い
る
。
ラ
ペ
ル
ー

ズ
図
で
は
黒
龍
江
水
系
に
お
い
て
河
口
の
み
を
描
く
だ
け
で
他
は
全
く
記
し
て
い
な
い
点
、
輪
郭
を
同
じ
く
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら

図
が
霧
に
ラ
ペ
牛
ズ
図
に
皆
す
る
と
は
い
、
え
な
晦
・
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㈲
露
清
国
境
線

「
考
証
図
」
　
「
図
説
図
」
③
⑤
と
も
に
黒
龍
江
下
流
の
北
方
に
露
清
の
国
境
線
を
ほ
ぼ
菓
西
に
描
く
。

　
因
　
陸
上
幹
線
交
通
路

「
考
証
図
」
　
「
図
説
図
」
⑧
⑤
と
も
に
記
さ
れ
る
。
　
「
考
証
図
」
に
は
、
関
連
地
名
が
み
ら
れ
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
南
東
の
ウ
ッ
切
端
よ
り

発
し
、
ボ
ル
セ
レ
ツ
ク
経
由
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
川
上
流
部
に
至
り
、
こ
こ
で
カ
ム
チ
ヤ
ヅ
カ
川
下
流
部
へ
道
路
を
派
出
し
、
半
島
中
央
部
を
北

上
し
て
、
ペ
ン
ジ
ナ
湾
西
岸
に
達
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
北
岸
に
沿
っ
て
ヤ
ム
ス
ク
・
タ
ヲ
ゥ
ス
ク
を
通
過
し
、
西
に
延
び
て
ユ
ド
ム
ス
ク
附
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
経
て
ユ
ド
ム
川
流
域
に
入
る
幹
線
路
が
点
線
で
示
さ
れ
る
。
た
だ
「
図
説
図
」
⑧
⑤
と
も
～
切
の
関
連
地
名
を
欠
き
、
点
線
の
表
示
の
み
示

さ
れ
る
。

　
㈹
航
跡

『
北
夷
考
証
』
に
「
其
航
海
実
験
セ
シ
者
ハ
其
二
天
ノ
針
路
ヲ
引
導
シ
、
其
年
月
ヲ
傍
記
シ
、
各
土
地
形
ノ
溺
没
方
位
等
ヲ
改
正
ス
ル
ノ
類
、

嘉
言
ナ
ル
事
挙
テ
計
フ
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
あ
り
、
ま
た
注
記
に
「
魯
西
亜
人
モ
亦
是
ヲ
珍
重
シ
、
其
図
中
二
就
テ
国
船
始
テ
行
海
セ
シ
針
路
ヲ
モ

相
補
テ
引
回
セ
リ
」
と
記
す
。

「
考
証
図
」
に
は
こ
れ
ら
の
航
跡
は
全
く
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
　
「
図
説
図
」
⑧
⑤
に
は
、
ア
ワ
チ
ヤ
湾
よ
り
発
し
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
東
方
海

上
、
臼
本
東
方
近
海
に
延
び
る
航
跡
が
あ
り
、
こ
れ
は
ク
ッ
ク
亡
き
後
の
ク
ッ
ク
艦
隊
の
航
跡
で
あ
る
。
ま
た
ア
ワ
チ
ヤ
湾
か
ら
九
州
南
部
の

一
景
に
至
る
航
跡
が
あ
る
。
ま
た
ア
ワ
チ
ヤ
湾
か
ら
東
方
へ
向
う
も
の
一
、
東
南
に
向
う
も
の
二
、
北
東
に
向
う
も
の
が
あ
る
。
オ
ホ
ー
ツ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

よ
リ
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
南
端
を
鰹
航
し
て
北
上
す
る
航
跡
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
㈹
　
縫
塑
海
峡
に
記
さ
れ
る
点
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

「
図
説
図
」
説
明
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
黒
龍
江
口
南
よ
り
カ
ラ
フ
ト
へ
海
を
越
え
て
交
通
路
ら
し
き
点
線
が
認
め
ら
れ
る
。
　
『
北
蕎
図
説
台

覧
備
致
』
の
著
者
山
田
聯
は
こ
の
方
面
の
地
理
的
問
題
に
関
心
の
あ
る
作
者
の
地
図
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
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「新訂万国全図」の主要資料アPウスミスの原図について（船越）

　
㈹
　
地
理
的
名
称

「
考
証
図
」
に
ふ
く
ま
れ
る
穴
四
個
の
地
理
的
名
称
は
少
く
と
も
す
べ
て
が
、

　
ま
た
「
図
説
図
」
③
に
ふ
く
ま
れ
る

O
缶
》
　
Z
影
国
】
U
O
男
8
跨
園
8
諺
幻
鴫

日
頃
○
頻
》
○
労
ω
》
O
缶
諺
］
い
H
Z

国
d
男
H
い

完
全
に
含
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

の
三
つ
の
英
語
的
表
現
が
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
三
資
料
か
ら
、
求
め
る
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
図
の
備
う
べ
き
条
件
を
右
の
如
く
整
理
し
た
。

ス
地
図
を
探
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
　
文
化
六
年
五
月
九
下
付
高
橋
景
保
よ
り
問
重
富
宛
書
簡
追
伸
と
臼
さ
れ
る
部
分

　
の
記
述
に
よ
っ
て
本
木
庄
左
衛
門
正
栄
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
資
料
は
上
原
久

　
・
小
野
文
雄
「
高
橋
景
保
の
警
簡
に
つ
い
て
」
　
『
埼
董
大
学
紀
要
』
　
（
人
文
科
学

　
篇
）
、
第
一
七
巻
、
一
九
穴
九
年
所
収
。

②
、
羽
仁
五
郎
訳
注
『
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
日
本
紀
行
』
上
巻
、
一
九
三
　
年
、

　
八
五
頁
。

③
室
賀
信
夫
前
掲
要
旨
。四

　
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
作
成
の
関
係
地
図

つ
ぎ
に
こ
れ
ら
の
条
件
を
備
え
る
ア
ロ
ゥ
ス
ミ

④
　
ベ
ル
グ
・
小
場
有
米
墨
「
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
発
見
と
べ
ー
リ
ソ
グ
の
探
検
」
一
九

　
四
二
年
が
こ
の
幹
線
道
路
の
存
在
を
記
し
て
い
る
。

⑤
航
路
は
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
東
方
洋
上
に
お
い
て
、
原
図
よ
り
か
な
り
の
程
度
選
択

　
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
選
択
に
は
往
路
の
み
記
し
、
復
路
を
記
さ
ぬ
も
の
も
あ
る
。

⑥
　
こ
の
点
線
は
、
　
「
太
平
洋
海
図
」
　
（
九
枚
組
）
で
は
砂
状
の
記
憶
の
南
縁
を
示

　
す
点
線
で
、
こ
の
海
峡
の
交
通
阻
止
を
示
す
と
い
う
解
釈
も
成
立
つ
。
ラ
ペ
ル
ー

　
ズ
図
に
は
こ
の
記
号
は
見
当
ら
な
い
。

　
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
の
名
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よ
っ
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出
版
さ
れ
た
海
図
類
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大
英
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書
館
印
刷
地
図
目
録
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ド
イ
ツ
国
立
図
書
館
地
図
安
富
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ア
メ
リ
カ
国
会
図

書
館
地
図
．
地
図
帳
国
録
お
よ
び
そ
の
他
の
主
要
図
書
館
の
目
録
を
一
歯
し
た
だ
け
で
管
見
に
入
る
も
の
一
〇
〇
種
あ
ま
り
を
数
え
る
。
こ
れ

17 （17）



ら
の
な
か
で
、
本
稿
の
目
的
に
か
な
う
も
の
一
〇
数
点
を
と
り
あ
げ
て
み
た
。

　
い
ま
こ
れ
ら
を
類
別
す
る
と
、

VIV皿皿11　 1　 N　 N　
N

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、

以
下
そ
の
題
名
を
記
す
と
、

　
1
　
世
界
海
図
（
メ
ル
カ
ト
ル
図
法
）
　
〔
以
下
。
図
と
略
す
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
。
。
き
〕

　
〔
○
じ
》
O
国
》
図
日
○
句
6
訟
図
類
○
切
歯
）
＼
亀
O
宅
＼
冨
煮
転
O
諺
日
○
罰
の
℃
男
○
蝋
国
O
日
日
○
堵
＼
防
臣
慧
く
O
＼
》
＝
け
げ
Φ
譲
国
類

　
U
拐
O
O
＜
画
図
図
同
Q
Q
8
砕
冨
嘆
Φ
ω
①
暮
ゴ
ヨ
①
”
＼
ミ
N
8
窺
＼
目
げ
①
8
δ
o
冨
o
h
夢
①
ヨ
○
ω
汁
象
。
。
甘
口
σ
Q
巳
魯
9
自
前
一
σ
q
暮
。
β
　
。
。
八
達
①
夢
Φ

　
団
Φ
母
嵩
O
O
＼
G
ミ
昏
ミ
随
8
鳶
魯
馬
ミ
》
o
§
導
馬
富
無
G
§
肉
8
　
§
説
”
賢
O
霞
Q
肉
の
簿
ρ
肉
ミ
象
ミ
㌧
＼
嵐
＆
＼
類
①
α
q
巳
ρ
げ
Φ
仙
け
○
導

　
矧
げ
①
㊤
8
弩
繋
Φ
》
ω
円
園
○
翼
○
鑑
H
O
跨
U
O
切
ω
国
国
く
諺
日
H
O
冥
ω
白
柄
α
①
汐
叶
び
器
①
＜
◎
照
帥
◎
q
①
ω
＼
壽
ヘ
ミ
§
ミ
S
織
ミ
燃
富
O
o
§
§
§
ミ
＆

　
O
諺
℃
日
●
匂
》
安
国
ω
O
O
O
国
§
導
馬
寄
ミ
防
＼
ミ
①
○
。
”
O
ρ
刈
ρ
¶
H
㌔
高
い
刈
ω
噂
醤
M
誤
㌔
『
9
ミ
”
刈
◎
◎
嚇
刈
P
　
卿
○
。
0
9
＼
O
o
愚
畿
ミ
勲
謡
職
℃
皐

　
ミ
爵
ぎ
戚
守
隻
諺
．
》
睡
○
≦
◎
。
巳
詳
げ
”
0
8
頓
喰
§
富
8
　
　
　
　
　
〔
し
d
翼
〕

　
メ
ル
カ
ト
ル
図
法
に
よ
る
世
界
海
図
の
試
作
図
と
目
せ
ら
れ
、
東
経
三
〇
度
、
岡
一
三
〇
度
間
の
下
辺
経
度
目
盛
を
斜
に
切
っ
て
、
異
様
な

型
式
で
タ
イ
ト
ル
が
入
る
。
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。
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「新訂万国全図」の主要資料アロウスミスの原図について（船越）
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海
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州
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変
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す
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タ
ス
マ
ニ
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分
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す
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下
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シ
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ー
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。
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「新訂万國全図」の主要資料アytウスミスの原図について（船越）
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℃
．
　
　
　
　
〔
じ
づ
ぴ
〕

聞
本
北
辺
は
カ
ラ
フ
ト
の
み
ラ
ペ
ル
ー
ズ
型
。
現
今
の
北
海
道
・
九
州
の
輪
郭
が
変
化
す
る
。
タ
イ
ト
ル
の
著
老
名
に
、
国
畷
曾
○
σ
q
毒
℃
げ
段
8

鵠
．
図
．
頃
辱
男
臥
⇔
8
0
隔
≦
巴
Φ
ω
が
加
わ
り
、
下
欄
外
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
の
住
所
が
堵
ρ
H
O
ω
○
げ
。
ω
ρ
繍
錠
。
に
変
る
。

　
V
　
バ
ス
海
峡
海
図
〔
以
下
B
図
と
略
す
〕

　
〔
切
〕
」
G
霞
目
目
＼
9
＼
切
諺
ω
ω
、
ω
G
Q
日
日
》
H
同
＼
切
肉
8
爵
肉
N
く
＼
瓢
国
≦
ω
O
d
8
鵠
≦
曰
い
国
ω
》
呂
）
＜
》
黙
U
H
国
鍔
均
窯
．
ω
い
諺
冒
U
”
＼

　
肉
愚
N
ミ
ミ
ミ
＼
§
§
『
園
、
薄
　
壽
き
肉
肉
切
＼
N
．
3
卜
爵
ミ
・
“
ミ
砺
』
ミ
題
嘗
、
偽
砺
謎
博
掬
ミ
ミ
§
辞
σ
団
o
H
q
Φ
H
o
早
出
δ
国
区
8
鵠
Φ
郎
。
図
＼

　
Q
O
蒔
葡
≧
○
謁
霞
S
＜
鵠
肉
b
同
刈
㊤
Q
◎
’
O
・

　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
×
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U
o
a
8
・
聖
寒
簿
ミ
甘
謹
巳
鴨
計
」
。
。
8
ミ
P
≧
8
≦
。
。
巨
夢
・
≧
ぶ
ミ
需
ミ
ぎ
§
馬
ミ
§
馬
’
　
　
　
〔
U
〕

タ
ス
マ
ニ
ア
の
分
離
と
同
島
の
周
囲
を
示
す
最
初
の
公
刊
印
刷
海
図
と
国
さ
れ
る
。
重
要
参
考
図
と
し
て
著
録
し
て
お
く
。

　
な
お
、
右
の
題
名
末
尾
の
〔
〕
は
左
の
所
蔵
機
関
を
左
の
略
称
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
切
い
〕

〔
切
呂

〔
切
。
〕

〔
∪
〕

〔
菖

　
右
の
諸
寺
を
検
討
対
象
と
し
た
理
由
は
、

図
」
と
さ
れ
、

　
H
の
世
界
地
図

比
べ
て
刊
行
年
が
判
然
と
し
て
い
る
た
め
、
刊
年
の
標
準
と
な
し
う
る
理
由
に
よ
る
。

　
皿
・
W
の
太
平
洋
海
図
を
と
り
あ
げ
た
の
は
『
北
畜
図
説
群
馬
備
孜
』
に
、
ア
顕
ウ
ス
ミ
ス
の
原
図
が
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
レ
ザ
ノ
フ
来

朝
の
際
わ
が
国
に
入
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
海
図
が
レ
ザ
ノ
ブ
の
乗
艦
ナ
デ
ジ
ュ
ダ
号
艦
長
ク
ル
ー
ゼ
ソ
シ
ェ
テ
ル
ン
の
航
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

記
に
言
及
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
V
の
バ
ス
海
峡
海
図
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
陸
と
タ
ス
マ
ニ
ア
島
の
分
離
か
否
か
が
地
図
の
年
代
決
定
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
で
、
パ
ス

に
よ
る
一
七
九
八
年
の
海
峡
の
発
見
を
示
す
最
初
の
刊
行
図
と
し
て
こ
の
地
図
を
あ
げ
た
。

　
右
の
諸
図
の
な
か
か
ら
、
前
章
に
あ
げ
た
諸
条
件
を
備
え
る
一
図
を
探
し
、
こ
れ
ら
を
彼
此
参
照
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
要
砦
な
ど
疑
問
の

要
素
を
定
め
た
く
思
う
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
高
橋
景
保
の
い
う
一
七
八
○
年
刊
の
も
の
は
つ
い
に
見
当
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て

切
ユ
試
路
疑
冴
鞍
ざ
い
。
昌
戯
。
昌
・

切
旨
財
9
冨
ρ
器
裟
螢
鉱
s
孚
。
一
〇
”
勺
9
。
ユ
ω
．

切
。
巳
①
貯
跡
に
訂
霞
ざ
○
艮
。
誌
の

》
Φ
郎
富
げ
①
ω
梓
㊤
斜
富
σ
ま
嬬
○
げ
げ
Φ
F
し
ご
O
昌
5
6

bd

ﾜ
財
。
爵
①
①
犀
α
震
口
鵡
冨
煽
巳
く
興
ω
埠
Φ
詳
審
い
Φ
己
Φ
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
世
界
海
図
の
類
に
関
し
て
は
『
北
夷
考
証
』
に
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
の
原
図
が
「
地
球
全
覧
ノ
方

　
　
『
北
窩
図
説
集
備
孜
』
が
コ
諸
費
里
亜
製
海
上
全
図
」
と
記
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
（
両
半
球
）
を
と
り
あ
げ
た
の
は
一
に
関
連
b
て
対
象
範
囲
を
世
界
全
体
と
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
こ
の
類
の
地
図
が
一
に
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は
以
下
次
第
に
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
①
　
青
図
地
図
部
分
の
大
き
さ
は
ト
。
O
野
O
§
×
這
ω
．
O
。
日

　
②
レ
ザ
ノ
フ
一
行
は
、
一
八
〇
四
年
　
○
月
八
目
長
詩
に
入
港
。

一
八
〇
五
年
四

月
一
七
日
に
出
港
し
た
。
前
掲
羽
仁
五
郎
訳
『
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ユ
テ
ル
ン
日
本
紀

行
』
一
九
三
一
年
に
よ
る
。

五
　
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
作
成
地
図
の
検
討

「新訂万國全図」の主要資料アロウスミスの原図について（船越）

　
第
三
章
に
お
い
て
、
筆
者
は
「
考
証
図
」
　
「
図
説
図
」
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の
説
明
書
な
ど
限
定
さ
れ
た
範
囲
の
な
か
か
ら
地
図
的
要
素
を
整

理
し
て
ア
ロ
ゥ
ス
ミ
ス
原
図
の
有
す
る
性
格
を
洗
い
出
し
、
こ
の
地
図
の
骨
格
を
再
構
成
す
る
た
め
の
基
準
を
求
め
た
。

　
本
章
で
は
こ
の
基
準
に
も
と
づ
い
て
、
前
章
で
あ
げ
た
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
諸
図
を
検
討
し
、
こ
れ
ら
の
地
図
の
な
か
か
ら
、
右
の
基
準
の
す
べ

て
に
適
合
す
る
地
図
を
探
し
出
す
作
業
を
試
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
さ
き
に
あ
げ
た
基
準
は
、
O
題
名
・
構
造
・
一
般
的
内
容
、
⇔
刊
年
、
⇔
経
緯
線
・
経
緯
度
、
⑳
陸
地
の
輪
郭
・
水
系
、
㈲
露
清
国
境
線
、

㈹
陸
上
幹
線
交
通
路
、
㊨
航
跡
、
㈹
　
鞄
海
峡
に
記
さ
れ
る
点
線
、
㈹
地
理
的
名
称
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
整
理
作
業
を
容
易
に
す
る

た
め
、
ま
ず
型
式
的
要
素
か
ら
検
討
に
着
手
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
最
初
に
投
影
法
・
経
緯
線
・
経
緯
度
な
ど
か
ら
着
手
し
よ
う
。
投
影
法
を
基
準
に
と
る
と
、
　
『
北
夷
考
証
』
の
い
う
「
地
球
冷
熱
ノ
方
図
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

「
図
説
図
」
及
び
同
図
説
明
に
い
う
海
図
機
能
を
推
測
さ
せ
る
「
海
上
全
図
」
と
い
う
点
よ
り
、
メ
ル
カ
ト
ル
図
法
に
よ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
前
章
の
地
図
か
ら
メ
ル
カ
ト
ル
図
法
に
よ
る
も
の
を
と
り
あ
げ
る
と
1
世
界
海
図
（
C
）
、
皿
太
平
洋
海
図
（
九
枚
組
）

（
P
）
、
W
太
平
洋
海
図
（
R
）
（
一
枚
）
が
こ
れ
に
該
当
し
、
他
の
1
世
界
地
図
（
M
）
、
の
グ
ル
ー
プ
は
消
去
さ
れ
る
。
M
バ
ス
海
峡
図
は
参

考
図
で
別
扱
い
と
な
る
。

　
経
緯
線
・
経
緯
度
に
つ
い
て
、
求
め
る
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
原
図
は
、
「
考
証
図
」
「
図
説
図
」
同
図
説
明
の
如
く
、
経
度
一
五
度
毎
、
緯
度
一
〇

度
毎
に
引
線
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
「
図
説
図
」
＠
⑤
に
み
る
よ
う
に
経
線
の
目
盛
は
一
度
毎
に
わ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
、
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「新訂万国全図」の主要資料アロウスミスの原図について（船越）
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第5図CHART　OF　THE　PACIFIC　OCEAN　Drawn　from　a　great　number　of
　　　アロウスミス「太平洋海図（9枚組）」（1798年）の北西部分1葉　　英国
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第6図Reduced　CHART　of　the　PACIFIC　OCEAN　from　the　one　publlshed　ln

　　N工NE　SHEETS　by　A　Arrowsmith，1798
　　アロウスミス「要約太平洋海図」　（1798年）西側部分　英国国立図書館蔵
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「新訂万国全図」の主要資料アロウスミスの原図について（船越）

加
う
る
に
％
度
の
目
盛
が
附
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。
い
ま
こ
の
条
件
を
一
、
皿
、
W
の
類
に
つ
い
て
み
る
と
、
1
は
経
度

一
五
度
、
緯
度
一
〇
度
の
引
線
で
、
経
度
の
目
盛
も
ま
た
完
全
に
一
致
し
、
経
線
・
緯
線
な
ら
び
に
ス
ケ
ー
ル
に
お
い
て
も
三
図
に
合
致
す
る
。

た
だ
王
類
の
図
は
経
度
囲
盛
が
北
緯
八
二
度
に
附
せ
ら
れ
て
お
り
、
現
存
の
山
田
聯
の
「
図
説
図
」
が
目
盛
を
本
来
の
位
置
か
ら
南
へ
一
七
度

移
動
さ
せ
た
と
考
え
れ
ば
無
理
な
く
解
釈
で
き
る
。

　
つ
ぎ
に
班
を
み
る
と
、
経
緯
線
と
も
五
度
毎
の
点
線
で
、
目
盛
は
経
緯
度
と
も
に
一
度
が
一
〇
等
分
さ
れ
て
お
り
、
二
分
の
一
度
を
見
讃
す

く
す
る
よ
う
に
目
盛
の
線
を
一
〇
分
の
一
度
の
線
よ
り
長
く
し
て
あ
る
。
鼠
盛
の
位
置
、
北
緯
六
二
度
、
東
経
一
五
五
度
と
一
六
五
度
の
間
で

二
つ
の
湾
が
こ
の
目
盛
を
切
っ
て
い
る
。
ま
た
W
類
は
経
緯
度
の
引
線
は
と
も
に
一
〇
度
毎
、
目
盛
は
一
度
毎
で
二
分
の
一
度
の
国
盛
を
欠
き
、

北
端
の
目
盛
の
位
置
は
北
緯
六
二
度
に
あ
り
、
図
盛
を
存
し
た
ま
ま
で
、
湾
入
が
割
込
ん
で
い
る
。
経
緯
度
の
目
盛
と
も
「
考
証
図
」
「
図
説

図
」
③
⑤
三
図
に
一
致
せ
ず
、
ま
た
ス
ケ
ー
ル
も
合
致
し
な
い
。

　
右
の
型
式
に
よ
る
分
類
の
結
果
、
頚
W
類
の
太
平
洋
海
図
、
九
枚
組
・
一
枚
の
両
グ
ル
ー
プ
が
消
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
1
世
界
海
図

の
類
の
み
が
適
合
す
る
条
件
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
型
式
の
検
討
で
、
旧
世
界
海
図
す
な
わ
ち
、
C
グ
ル
ー
プ
の
み
を
検
討
す
れ
ば
よ
く
、
前
に
あ
げ
た
基
準
に
よ
り
、
1
の
類

の
q
、
q
、
q
、
q
を
検
討
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
陸
地
の
輪
郭
に
重
点
を
置
い
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
周
辺
・
カ
ラ
フ
ト
等
に
特
徴

的
な
ラ
ペ
ル
ー
ズ
型
と
い
う
指
標
が
こ
の
「
考
証
図
」
　
「
図
説
図
」
⑧
⑤
の
共
通
の
条
件
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
q
図
の
カ
ラ
フ
ト
・
現
今
の
北

海
道
は
こ
の
ラ
ペ
ル
ー
ズ
型
で
は
な
く
て
、
こ
れ
よ
り
以
前
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
権
威
あ
る
地
図
と
さ
れ
た
、
宮
廷
地
図
師
ダ
ン
ヴ
ィ
ル
の
描

い
た
特
徴
を
も
つ
。
α
．
・
q
と
も
に
こ
の
ダ
ン
ヴ
ィ
ル
型
で
あ
っ
て
ラ
ペ
ル
ー
ズ
型
の
カ
ラ
フ
ト
を
み
な
い
。

　
そ
こ
で
、
残
る
意
図
を
み
る
と
、
こ
の
図
に
は
明
瞭
な
ラ
ペ
ル
ー
ズ
型
の
輪
郭
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
水
系
に
つ
い
て
み
る
と
「
考
証
図
」
　
「
図
説
図
」
⑧
⑤
の
三
資
料
は
、
ほ
ぼ
完
全
に
近
い
形
で
q
図
と
一
致
し
、
　
「
考
証
図
」
の
河
川
名
も

す
べ
て
q
図
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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葺｛1月正痕1暴li、LLLI、1琢L」雛灘、猛1，癌、i，1曇撚L無、皇、i1副、1羅

㎜湿
瀬
、山鳥懸懸灘；懸

　　　　　　　C　1－1　2N．　1｛T　oir　’ru　li　IYO　1｛Ll）

　　　oN　“・IERCATORS　1）1〈OMt”．c’i“loN，
　　　　　E罰繭ng　all　ihe　AGLIitt　to3fo¢◎醍R麗勇・・11・・prefentllnie・

　　　“5tl・・Ih・’F・a・k・。1’lhc／ni・｛i・ii匠in轡漁・tl　N．　・vigatc・繭“・・lh・、ba・・7。。．・u・・興ア・・lle・【・a

　　　　　　　　　ノ㌔・〃・藩｛オα螺凱7瓦罠’w・m芳置耀榊・fl・「i’’”・

　　　A・・1・e帥1・・【倉・Tn　tlL“　ilt’cll＝1・uKLgTROe．IOMI（“L　OHS監’；R、なY「エ（｝N竪・ls］1・…e　li」隻11・e・恥・gサ・・

　　　　　　　沼μ∫・瀦〃〃ん・Tit一　t：t）．1‘匹‘！・｝V」　ff’‘な憲tnr∴孟f燃了ω〃λ㌔’諦’ル・・

　　　　　　　　　　　uufi．fn．．：o，7：一n，；S．7一，i；．H一：fi，”，；e．：v．”一eo，

　　1　t　r“v一’itntfume－te．t．一e1vam．i．vrwh一．　」　：

第7図（a）

　　　　フランス脇立図書館蔵

アロウスミス「メルカトル図法による世界海図」（C4図）の題名（ca．1799）

［一

rl’

　
そ
こ
で
、
こ
の
q
図
を
残
る
基
準
で
検
討
を
試
み
る
必
要
が
あ
り
、
第
三
章
で
立
て
た
㈲
露
清
境

界
線
を
み
る
と
q
図
に
は
黒
龍
江
下
流
部
の
北
岸
に
東
西
に
の
び
る
国
境
を
は
っ
き
り
記
し
て
い
る
。

ま
た
㈹
陸
上
幹
線
交
通
路
も
q
図
に
は
カ
ム
チ
ヤ
ヅ
カ
か
ら
ユ
ド
ム
川
流
域
に
入
る
交
通
路
が
は
っ

き
り
と
点
線
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
三
資
料
と
も
共
通
し
て
合
致
し
て
い
る
。

　
㈹
航
跡
は
q
図
に
お
い
て
、
ア
ワ
チ
ヤ
湾
に
出
入
す
る
ク
ッ
ク
の
航
路
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
よ
り
ガ
ム

チ
ヤ
ッ
カ
南
端
を
圓
航
し
て
北
上
す
る
航
跡
を
有
し
、
こ
れ
は
一
八
二
八
年
の
べ
ー
リ
ソ
グ
第
一
次

の
探
検
の
際
の
航
跡
と
注
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ベ
ー
リ
ン
グ
第
二
次
探
検
の
際
の
ベ
ー
リ
ン
グ
・
チ

リ
コ
フ
の
航
跡
も
存
在
す
る
。
q
図
に
な
く
て
、
　
「
図
説
図
」
＠
⑮
に
存
在
す
る
ク
ッ
ク
・
べ
ー
リ

ソ
グ
以
外
の
航
跡
は
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ソ
魔
魅
の
ナ
デ
ジ
ュ
ダ
号
の
航
跡
で
、
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス

原
図
は
こ
の
ロ
シ
ア
艦
よ
り
出
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
『
北
原
考
証
』
．
に
は
、
ロ
シ
ア
人
も
ま
た
こ
の

図
を
尊
重
し
て
お
り
、
自
ら
の
園
路
を
あ
ら
た
に
記
入
し
て
い
る
と
記
し
て
お
り
、
こ
の
地
図
上
に

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
航
跡
の
み
ら
れ
る
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
か
筆
写
か
の
形
か
の
い
ず
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

か
に
よ
っ
て
日
本
側
が
受
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ナ
デ
ジ
ュ
ダ
号
の
航
跡
は
q
図

が
不
適
合
の
条
件
と
な
る
要
素
ま
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
具
体
的
事
情
か
ら
い
え
ば
逆
に
適
合
の
要

素
を
な
す
の
で
あ
る
。
　
「
図
説
図
」
の
航
跡
は
ク
ル
ー
ゼ
ソ
シ
ュ
テ
ル
ソ
の
そ
れ
を
除
い
て
す
べ
て

q
図
に
存
在
す
る
。

　
さ
ら
に
㈹
　
鞄
海
峡
に
記
さ
れ
る
点
線
も
、
q
図
に
は
黒
龍
江
口
南
方
よ
り
カ
ラ
フ
ト
に
海
峡
を

こ
え
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
㈹
地
理
的
名
称
も
「
考
証
図
」
に
み
え
る
六
六
の
片
仮
名
の
名
称
は
す
べ
て
q
図
か
ら
と
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「新訂万国全図」の主要資料ア・ウスミスの原図について（船越）
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ら
れ
て
お
り
〔
第
一
蓑
〕
、
ま
た
「
図
説
図
」
に
み
え
る
三
個
の
ロ
ー
マ
字
地
名
も
す
べ
て
ら
図
に
見
出
さ
れ
、
　
「
考
証
図
」
に
三
個
の
地
名
し

か
記
さ
れ
ぬ
黒
龍
江
流
域
部
分
を
除
け
ば
q
図
か
ら
き
わ
め
て
高
い
割
合
で
「
考
証
図
」
が
地
名
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（3e）30

な
お
、
q
図
の
名
称
は
す
で
に
あ
げ
た
如
く

．
．
○
缶
》
蜀
8
0
帽
円
国
国
≦
○
菊
ピ
扁
）
O
瓢
］
≦
国
菊
O
P
円
○
図
℃
図
○
国
国
0
6
同
0
2
．
．

と
な
っ
て
お
り
、
　
『
北
夷
考
証
』
の
い
う
「
地
球
全
覧
ノ
方
図
」
、
『
北
窩
図
説
集
覧
備
致
』
の
い
う
コ
請
富
里
亜
国
撰
海
上
全
図
」
な
ど
の
名

称
に
ふ
さ
わ
し
い
題
名
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
考
証
図
」
　
「
図
説
図
」
と
も
に
陸
地
の
輪
郭
・
ス
ケ
ー
ル
が
完
全
に
一
致
し
て

Arrowsmith　C4図rゴヒ夷考証』　第4

Cape　Tigonooskoi
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Tegilslc

R．　Tegil
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Bolcheretsh　River

Ogerf；aio　R
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（oγPort　st．　Peter＆st・Pαtの
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Vi　rlcni　／　Ostrog

Kuril　L
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Ka｝ntc］tatka　River
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「漸訂万国全剛の主要資料アロウスミスの原図について（船越）

こ
こ
ま
で
及
べ
ば
第
三
章
で
立
て
た
条
件
に
ほ
ぼ
完
全
に
適
合
す
る
図
と
し
て
q
図
が
浮
び
上
っ
て
く
る
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
こ
の
地
図

穴
　
ア
目
ウ
ス
ミ
ス
原
図
の
刊
年

重
な
り
合
う
の
で
あ
る
。

①
　
海
野
教
授
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
本
木
庄
左
衛
門
の
得
た
地
図
が
、
も
し
模
写
本

　
な
ら
ば
、
経
度
目
盛
に
数
宇
が
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
な
く
は
な
い
。

　
山
田
聯
は
「
図
説
図
」
＠
⑤
に
お
い
て
、
緯
度
数
の
み
を
記
し
て
経
度
数
を
詑
し

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
さ
ら
に
部
分
写
図
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
経
度
の

決
定
は
さ
ら
に
困
難
と
な
る
。
儀
図
は
本
初
子
午
線
に
当
る
経
度
自
盛
を
上
辺
で

三
六
〇
度
と
し
、
下
辺
で
○
度
と
す
る
。

第1蓑　『北向考証』第4図とArrowsmthC4図の地名対照表

r北夷考証』第4図

日本

ナンブ

サンガル海門

グウデホヲプ湊

エスソ

アニワ岬

パチインセ湊

パチイソセ岬

ツヲカー名サガリイン島

カステヰリィ湊

アモール河

トンドン

サンタル島

ユダ

コ・アン河

ウルカン河

＝ルブル河

w〔ヤ〕河＊

アイム河

メチ河

ユドマ河

ユナ河

アノサ河

ユドムスコイ

ヲボツク河

ヲホツク

コ〔ワ〕カルキ・河＊＊

タヲウスク

Fヨースカ湾

ヤムスク

ヤムスクハルブール

インゲエキンスク湾

Arrowsmith　C4図
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Uda

Udan　R．
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，吻αR．
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＊　：京都大学付属図書館本は「マナ河」
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は
『
北
夷
考
証
』
第
四
図
、
　
『
北
窩
図
説
歯
軸
備
放
』
所
収
図
の
原
拠
で
あ
る
と
と
も
に
、
　
「
新
訂
万
国
全
図
」
の
主
要
資
料
で
あ
っ
た
た
め
、

「
新
訂
万
国
全
図
」
上
の
当
時
新
発
見
の
土
地
の
記
載
を
と
り
あ
げ
て
比
較
器
昧
を
行
な
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
試
み
は
や
が
て
、
ア
ロ
ウ

ス
ミ
ス
原
図
の
刊
年
に
ま
で
問
題
が
ひ
ろ
が
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
「
新
訂
万
国
全
図
」
に
み
え
る
記
載
か
ら
二
つ
の
も
の
を
と
り
あ
げ
て
み
る
。
第
一
は
ウ
ェ
ー
ク
島
の
記
載
で
あ
り
、
第
二
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と
タ
ス
マ
ニ
ア
と
の
分
離
で
あ
る
。
ウ
ェ
ー
ク
島
は
q
図
に
も
注
記

2
異
に
し
な
が
ら
島
影
は
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
タ
ス
マ

ニ
ア
島
も
は
っ
き
り
分
離
し
て
独
立
の
島
と
し
て
描
か
れ
る
。

　
第
一
の
ウ
ェ
ー
ク
島
か
ら
ま
ず
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
の
島
に
つ
い
て
、
　
「
新
訂
万
国
全
図
」
は
q
図
と
ほ
ぼ
相
あ
た
る
経
緯
度
に
位
置
を

与
え
て
い
る
。
し
か
し
「
新
訂
万
国
全
図
」
の
ウ
ェ
ー
ク
島
に
関
す
る
注
記
は
「
安
永
八
年
西
洋
人
ワ
ケ
曲
見
ノ
島
」
と
記
し
て
い
る
の
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
て
儀
図
に
は
「
こ
の
鳥
は
ウ
ェ
ー
ク
船
長
に
よ
っ
て
一
七
九
四
年
ハ
ワ
イ
か
ら
中
国
へ
の
航
海
の
途
中
に
発
兇
さ
れ
た
云
々
」
と
記
さ
れ
る
。

安
永
八
年
は
一
七
七
九
年
に
当
り
、
こ
の
両
君
は
ウ
ェ
ー
ク
島
の
発
見
年
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。

　
さ
き
に
高
橋
景
保
が
『
北
夷
考
証
』
に
お
い
て
、
そ
の
第
四
図
の
原
拠
図
、
－
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
「
新
訂
万
国
全
図
」
の
主
要
資

料
な
の
だ
が
一
を
一
七
八
○
忠
愛
と
記
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
こ
れ
は
恐
ら
く
q
図
タ
イ
ト
ル
末
尾
に
記
さ
れ
る
ク
ッ
ク
航
海
の
最

後
の
年
を
刊
年
と
誤
っ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
安
永
八
年
は
一
七
八
○
年
の
前
年
に
あ
た
る
。
図
上
の
要
素
は
す
べ
て
一
七
八
○
年
以
前
に

整
合
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
ウ
ェ
ー
ク
島
の
北
方
を
ク
ッ
ク
の
一
七
七
九
年
の
航
跡
が
通
過
す
る
た
め
に
無
理
に
こ
れ
に

合
せ
て
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
の
発
見
と
し
た
の
で
あ
る
。
　
「
西
洋
人
ワ
ケ
」
と
い
う
の
は
σ
ρ
讐
巴
口
≦
p
ぽ
①
の
名
前
を
オ
ラ
ン
ダ
読
み
に

し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
一
七
七
九
年
発
見
な
ら
ば
ク
ッ
ク
の
発
見
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
発
見
年
と
発
見
老
の
名
前
と
整
合
に
悩

ま
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
製
作
者
た
ち
の
苦
衷
が
偲
ば
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
通
辞
や
蘭
学
に
関
係
し
た
人
達
の
英
語
力
の
問
題
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

か
わ
る
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
調
査
し
て
き
た
ア
ロ
ウ
ス
、
ミ
ス
原
図
の
復
原
の
地
図
的
要
素
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
q
図
と
適
合
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
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「新訂万国全図」の主要資料アロウスミスの原図について（船越）
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至
っ
て
ウ
ェ
ー
ク
島
の
発
見
年
で
…
關
臨
を
き
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ウ
ェ
ー
ク
島
は
ウ
ェ
ー
ク
船
長
に
よ
っ
て
、
一
七
九
四
年
望
見
に
よ
っ

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
七
九
六
年
は
じ
め
て
到
達
さ
れ
た
。
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
図
で
は
q
図
に
一
七
九
四
年
の
際
の
こ
と
に
つ
い
て
注
記

が
あ
り
、
ま
た
鳥
図
に
一
七
九
六
年
の
際
の
件
に
つ
い
て
注
記
さ
れ
る
。
通
常
の
地
名
辞
書
や
百
科
事
典
類
は
一
七
九
六
年
を
発
見
年
と
す
る

の
が
普
通
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ウ
ェ
…
ク
島
の
発
見
年
は
高
橋
景
保
等
「
新
訂
万
国
全
図
」
作
成
者
た
ち
の
明
白
な
誤
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
も
し
、
q
図
が
一
七
九
四
年
発
見
の
記
事
を
ふ
く
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
降
の
作
品
と
な
る
と
す
る
と
、
直
ち
に
前
述
の
芦
田
伊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

人
教
授
の
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
原
図
の
一
七
九
〇
年
男
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
そ
し
て
、
　
さ
ら
に
刊
年
に
つ
い
て
踏
込
む
と
、
　
「
考
証
図
」

「
図
説
図
」
＠
⑮
と
磁
器
の
日
本
北
辺
の
輪
郭
が
ラ
ペ
ル
ー
ズ
図
型
の
そ
れ
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ラ
ペ
ル
ー
ズ
図
帳
の
刊
行
さ
れ
る
以
後

と
な
り
、
そ
し
て
ま
た
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ソ
が
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
を
出
発
す
る
一
八
〇
三
年
八
月
七
日
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

こ
で
、
も
う
一
つ
の
刊
年
決
定
の
根
拠
と
な
る
の
が
第
二
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
タ
ス
マ
ニ
ア
の
分
離
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
分
離
は
通
常
一

七
九
八
年
の
バ
ス
の
発
見
に
は
じ
ま
る
と
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
述
の
バ
ス
海
峡
海
図
は
、
　
二
七
九
八
、
九
年
、
ハ
ン
タ
ー
総
督
の
命
に
よ
っ
て
プ
リ
ン
ダ
ー
ス
に
よ
っ
て
探
検
さ
れ
た
…

…
バ
ス
海
峡
の
海
図
」
と
タ
イ
ト
ル
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
七
九
八
年
の
バ
ス
の
航
跡
と
、
一
七
九
八
年
よ
り
九
九
年
に
及
ぶ
ブ
リ
ン
ダ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ス
の
タ
ス
マ
ニ
ア
周
回
の
航
跡
を
ふ
く
む
も
の
で
、
一
八
○
○
年
六
月
＝
ハ
日
の
刊
行
で
あ
る
。

　
そ
の
示
す
範
囲
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
側
は
、
東
経
一
四
九
度
五
〇
分
、
南
緯
三
七
度
一
〇
分
の
8
謹
。
舅
。
匡
切
曙
か
ら
西
方
へ
、
東

経
一
＝
ハ
度
、
南
緯
三
八
度
一
五
分
野
芝
⑦
ω
富
導
℃
。
詳
ま
で
そ
れ
に
心
臓
型
の
タ
ス
マ
ニ
ア
全
島
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
q
図
の
オ
…
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
は
西
端
を
東
経
＝
ハ
四
度
で
限
ら
れ
る
図
が
、
左
下
辺
に
一
つ
と
、
大
陸
全
体
の
輪
郭
を
示
す

図
が
右
下
辺
に
一
つ
あ
ら
わ
れ
、
こ
れ
は
前
者
が
西
部
を
欠
く
だ
け
で
と
く
に
と
り
た
て
て
相
互
に
差
異
を
示
し
て
い
な
い
。
q
図
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
、
バ
ス
海
峡
に
面
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
沿
岸
を
み
る
と
、
バ
ス
海
峡
海
図
に
み
え
る
現
在
の
メ
ル
ボ
ル
ン
南
東
に
あ
た
る
バ
ス

の
探
検
の
西
端
≦
o
ω
富
露
男
。
詳
の
湾
入
は
見
当
ら
ず
、
西
方
ヘ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
岸
中
央
部
ま
で
、
ク
ッ
ク
の
海
図
と
類
似
の
海
岸
線

34　（34）



「新訂万國全図」の主要資料アロウスミスの原図について（船越）
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　　　　フランス国立図書館蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
示
さ
れ
て
．
．
α
p
汀
⇔
o
三
跡
0
8
簿
．
、
と
注
せ
ら
れ
る
。

　
ま
た
タ
ス
マ
ニ
ア
島
は
、
儀
図
に
お
い
て
は
、
こ
と
に
そ

の
北
岸
・
西
岸
に
お
い
て
顕
著
な
比
較
的
単
調
な
海
岸
線
に

囲
ま
れ
、
概
観
的
に
み
る
な
ら
ば
東
西
を
短
辺
と
す
る
矩
形

に
近
似
し
た
輪
郭
を
有
し
、
B
図
に
み
る
よ
う
な
北
岸
中
央

部
が
凹
状
に
な
り
、
か
つ
南
に
向
う
に
従
っ
て
東
西
幅
を
減

じ
、
さ
ら
に
南
東
部
に
湾
入
を
示
す
南
東
部
分
を
欠
失
し
た

心
臓
型
と
は
異
な
り
、
相
互
の
ス
ケ
ー
ル
の
差
を
考
慮
し
て

も
そ
の
輪
郭
の
差
異
は
明
白
に
認
め
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
q
図
の
こ
の
島
に
接
近
す
る
航
跡
は
、
南
岸

に
接
近
し
て
一
六
四
三
年
の
タ
ス
マ
ソ
、
　
一
七
七
三
年
の
フ

ル
ノ
ウ
、
　
一
七
七
七
年
の
ク
ッ
ク
、
ま
た
東
岸
に
接
近
し
て

フ
ル
ノ
ウ
の
そ
れ
が
見
鵬
さ
れ
る
の
み
で
、
北
岸
・
西
岸
に

接
近
し
た
航
跡
は
バ
ス
海
峡
．
．
切
獅
・
ω
。
。
、
ω
ω
貫
、
、
の
名
称
の
見

出
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
何
等
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。　

つ
ま
り
、
儀
図
は
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
と
い
う
B
図
の
著
者
と

同
一
著
者
の
手
に
成
り
な
が
ら
、
8
図
を
忠
実
に
反
映
し
て

い
る
と
は
い
い
難
い
面
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
正
確
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な
一
八
0
0
年
公
刊
の
正
式
海
図
の
稿
図
が
検
討
さ
れ
る
以
前
に
、
お
そ
ら
く
は
ブ
リ
ソ
ダ
！
ス
の
一
七
九
九
年
に
終
る
探
検
の
成
果
を
ふ
く

ま
な
い
バ
ス
に
よ
る
探
検
成
果
、
す
な
わ
ち
タ
ス
マ
ニ
ア
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
分
離
し
た
島
だ
と
す
る
概
念
的
な
惰
報
を
何
等
か
の
手
段

に
よ
っ
て
獲
得
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
儀
図
を
修
正
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
q
図
に
は
バ
ス
の
一
七
九
八
年
に
終
る
探
検
の
航

跡
、
プ
リ
ン
ダ
ー
ス
の
一
七
九
九
年
に
終
る
タ
ス
マ
ニ
ア
島
隠
團
の
航
跡
の
ど
ち
ら
も
示
さ
れ
な
い
ま
ま
に
バ
ス
海
峡
と
そ
の
名
称
が
示
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
q
図
土
壌
の
見
当
を
つ
け
る
た
め
に
、
参
考
と
す
べ
き
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
作
成
の
他
の
シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
日
本
北
辺
・
タ
ス
マ
ニ
ア

の
表
現
の
変
化
す
る
時
期
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
各
シ
リ
ー
ズ
で
こ
の
時
期
、
日
本
北
辺
が
ラ
ペ
ル
ー
ズ
型
を
と
る
も
の
の
な
か
で
、
タ
ス
マ

ニ
ア
の
分
離
・
非
分
離
を
し
ら
べ
る
と

一
　
M
系
列

　
璃
〔
一
七
九
九
年
訂
補
〕
日
本
北
辺
は
ラ
ペ
ル
ー
ズ
図
型
。
タ
ス
マ
ニ
ア
は
分
離
せ
ず
。

　
璃
鍛
七
九
九
年
訂
補
〕
日
本
北
辺
は
ラ
ペ
ル
ー
ズ
型
。
タ
ス
マ
ニ
ア
は
分
離
。

二
　
P
系
列

　
町
（
一
七
九
八
年
）
日
本
北
辺
は
ラ
ペ
ル
ー
ズ
図
型
。
タ
ス
マ
ニ
ア
は
分
離
せ
ず
。

　
焦
．
〔
一
八
○
八
年
訂
補
〕
日
本
北
辺
は
ラ
ペ
ル
ー
ズ
図
型
。
タ
ス
マ
ニ
ア
分
離
。

三
　
R
系
列

　
瓦
（
一
七
九
八
年
）
日
本
北
辺
は
ラ
ペ
ル
ー
ズ
型
。
タ
ス
マ
ニ
ア
分
離
せ
ず
。

　
馬
（
一
七
九
八
年
）
日
本
北
辺
は
ラ
ペ
ル
ー
ズ
型
。
タ
ス
マ
ニ
ア
分
離
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
ヨ

と
な
る
。
つ
ま
り
、
M
系
列
の
M
・
M
、
R
系
列
の
馬
・
馬
と
同
刊
年
を
示
す
も
の
の
な
か
に
異
な
っ
た
型
を
示
す
も
の
が
存
在
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
す
る
。
こ
れ
は
一
七
九
八
年
に
ラ
ペ
ル
ー
ズ
海
図
帳
の
出
現
に
よ
っ
て
臼
歯
北
辺
は
一
斉
に
変
化
し
た
が
ラ
ペ
ル
ー
ズ
海
図
帳
で
は
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ま
だ
タ
ス
マ
ニ
ア
は
分
離
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
ま
ず
日
本
北
辺
の
み
を
ラ
ペ
ル
ー
ズ
図
型
に
変
え
、
タ
ス
マ
ニ
ア
を
非
分
離
の
形
そ
の
ま

ま
に
し
て
刊
行
さ
れ
、
そ
れ
以
後
の
段
階
に
お
い
て
タ
ス
マ
ニ
ア
を
分
離
せ
し
め
て
も
う
一
度
刊
行
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
る
　
　
　
　
　
　

　
さ
ら
に
つ
め
る
と
、
馬
・
馬
図
は
と
も
に
一
七
九
八
年
一
〇
月
一
日
の
刊
記
、
M
・
M
図
は
最
初
の
版
の
刊
記
一
七
九
四
年
〔
一
月
一
日
〕

に
．
．
巴
臼
菖
8
8
嵩
⑩
⑩
、
，
と
補
わ
れ
て
い
る
。
通
常
、
版
の
準
備
は
刊
行
日
以
前
に
お
こ
な
わ
れ
、
刊
行
日
直
前
に
出
来
上
る
わ
け
で
、

形
式
的
に
は
刊
記
月
日
通
り
の
刊
行
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
場
合
、
実
際
に
は
瓦
図
が
刊
行
の
月
日
以
前
か
刊
記
と
畳
目
、
掛
図
が
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

記
の
月
日
の
直
前
か
同
日
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以
後
と
な
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
R
図
は
R
図
に
比
べ
て
お
く
れ
た
刊
行
に
よ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
否
定
で
き
な
い
。

「新訂万国全図」の主要資料アロウスミスの原図について（船越）

墾劉、鷺糠．
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　　　　図法による世界地図」（1799年）フランス国立図書館蔵

　
一
方
、
璃
図
は
．
．
9
D
α
α
や

註
8
叶
。
嵩
り
Φ
、
、
と
刊
記
に
あ

り
な
が
ら
、
ラ
ペ
ル
ー
ズ
図
型

の
日
本
北
辺
と
非
分
離
の
タ
ス

マ
ニ
ア
を
同
居
さ
せ
て
い
る
。

ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
の
こ
の

図
が
中
央
上
部
の
タ
イ
ト
ル
、

同
下
部
の
献
辞
な
ど
き
わ
め
て

整
っ
た
図
で
あ
る
た
め
、
タ
ス

　
　
　
　
　
　
　
ユ

マ
ニ
ア
部
分
が
、
M
図
の
一
葉

　
　
　
　
　
　
　
ヨ

の
錯
葉
に
よ
っ
て
M
図
の
部
分

と
な
っ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
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い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
右
の
こ
と
か
ら
、
タ
ス
マ
ニ
ア
の
非
分
離
か
ら
分
離
へ
の
転
換
は
、
R
図
の
鵠
現
す
る
一
七
九
八
年
一
〇
月
一
日
前
後
と
、
M
図
の
出
現
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

る
一
七
九
九
年
の
或
時
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
M
図
の
出
現
時
期
の
最
も
早
い
場
合
を
考
え
る
と
M
系
列
の
最
初
の
版
、
M
図
が
一
七
九
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

年
一
月
一
日
の
刊
記
を
有
し
、
も
し
こ
れ
が
五
年
後
の
月
日
を
同
じ
く
し
て
M
図
の
刊
行
が
予
定
さ
れ
、
タ
ス
マ
ニ
ア
分
離
の
情
報
に
よ
っ
て

璃
図
に
急
遽
改
め
ら
れ
る
よ
う
な
事
態
が
存
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
準
備
期
に
当
る
一
七
九
八
年
の
末
頃
に
転
換
の
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
に
も

な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
転
換
が
、
ま
ず
R
系
列
に
お
い
て
起
っ
て
い
る
こ
と
も
他
に
比
べ
て
シ
ン
プ
ル
な
転
換
し
や
す
い
図
の
内
容
で
あ
る
と

い
う
理
由
に
お
い
て
当
然
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
形
式
的
に
い
え
ば
、
一
七
九
八
年
一
〇
月
一
B
か
ら
、
一
七
九
九
年
の
末
日
ま
で
に
図
上
に
お
い
て
タ
ス
マ
ニ
ア
の
分
離
と
い
う
転
換
が
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

な
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
同
じ
く
世
界
図
で
あ
る
q
図
も
蟹
玉
と
同
じ
く
一
七
九
九
年
の
或
時
期
に
タ
ス
マ
ニ
ア
を
分
離
さ
せ
て
刊

行
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

　
ヨ
　
M
図
で
は
、
タ
イ
ル
ル
下
辺
に
一
七
九
四
年
の
刊
記
に
付
し
て
、
そ
の
上
に
、
、
p
Ω
臼
就
。
⇒
暦
○
嵩
り
⑩
、
、
と
記
し
て
い
る
。
当
初
筆
者
は
こ
れ

を
一
七
九
九
年
版
の
補
訂
と
解
し
て
い
た
が
、
　
『
大
英
図
書
館
印
白
地
図
目
録
』
は
こ
れ
を
刊
年
と
し
て
取
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
体
例
に
倣
う

と
、
一
七
九
四
年
版
を
一
七
九
九
年
目
補
訂
し
た
図
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
瑞
図
の
如
く
一
七
九
八
年
一
〇
月
一
日
の
刊
記
を
も
つ
タ
ス
マ
ニ

ア
分
離
を
示
す
図
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
扱
い
で
よ
い
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

　
右
の
検
討
の
結
果
、
日
本
北
辺
の
ラ
ペ
ル
ー
ズ
図
型
、
タ
ス
マ
ニ
ア
の
分
離
を
ふ
く
む
同
一
著
者
に
よ
る
世
界
図
と
し
て
の
共
通
性
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
ヨ

儀
図
の
刊
年
を
M
図
の
刊
年
と
並
行
さ
せ
て
考
え
る
こ
と
は
無
理
で
は
な
く
、
さ
ら
に
慎
重
に
馬
喰
の
刊
記
に
示
さ
れ
る
一
七
九
八
年
一
〇
月

一
同
以
後
、
パ
ス
海
峡
海
図
の
出
版
さ
れ
る
一
八
○
○
年
六
月
一
〇
日
ま
で
の
一
七
九
九
年
を
中
心
と
し
た
或
時
期
と
考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ

て
然
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
タ
ス
マ
ニ
ア
の
分
離
を
示
す
図
に
記
さ
れ
る
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
の
住
所
（
事
務
厭
・
工
房
・
自
宅
の
い
ず
れ
か
は
不
明
）
が
、
い
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「新訂万国全鴎」の主要資料アロウスミスの原図について（船越）

ず
れ
も
そ
れ
ま
で
の
O
び
㌶
δ
ω
ω
鍾
Φ
①
倉
Q
D
o
財
。
超
葺
胃
①
か
ら
署
ρ
さ
。
艀
国
ρ
夢
び
。
器
℃
冨
8
に
変
化
し
て
お
り
、
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
自
身
の
生

活
も
こ
の
時
期
何
等
か
の
変
化
が
存
し
た
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
q
図
の
基
ホ
要
素
が
一
応
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
簡
単
に
作
成
者
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
の
経
歴
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

　
彼
は
一
七
五
〇
年
七
月
一
六
日
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
デ
ュ
ラ
ム
シ
ャ
ー
の
ウ
イ
ソ
ス
ト
ソ
に
生
れ
た
。
一
七
七
〇
年
頃
ロ
ソ
ド
ソ
に
出
て
地

図
・
測
量
・
銅
版
技
術
な
ど
を
習
得
し
、
そ
の
す
ぐ
れ
た
技
術
に
よ
っ
て
王
室
水
路
測
量
官
と
な
っ
た
。
当
時
世
界
の
各
地
で
活
躍
し
て
い
た

航
海
者
か
ら
の
新
発
見
の
報
告
や
他
の
地
理
的
資
料
に
よ
る
彪
大
な
情
報
量
の
蓄
積
と
高
度
の
技
術
に
よ
っ
て
、
前
述
の
メ
ル
カ
ト
ル
図
法
に

よ
る
世
界
海
図
（
一
七
九
〇
）
は
じ
め
、
ス
コ
ヅ
ト
ラ
ン
ド
地
図
（
一
八
〇
七
）
、
南
イ
ン
ド
地
図
帳
（
一
八
一
三
）
な
ど
約
一
三
〇
点
の
地
図
を
作

成
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
高
い
名
声
を
博
し
た
。
他
方
彼
は
地
図
製
作
事
業
を
家
族
企
業
に
育
て
あ
げ
る
の
に
手
腕
を
あ
ら
わ
し
、
こ
の

事
業
を
子
息
ア
ア
ロ
ソ
と
甥
ジ
ョ
ン
に
任
せ
た
。
ア
ア
ロ
ソ
は
学
校
地
図
帳
や
地
理
学
の
マ
ニ
ュ
エ
ル
の
出
版
で
著
名
と
な
り
、
ジ
ョ
ン
は
ロ

ソ
ド
ソ
地
図
帳
や
王
立
地
理
学
会
の
創
設
者
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
、
彼
の
指
導
の
下
で
、
こ
の
家
族
の
地
図
出
版
事
業
は
大
き

く
進
展
し
た
と
い
う
。
一
八
二
三
年
四
月
二
三
日
ロ
ン
ド
ン
に
没
し
た
。

　
①
　
》
コ
H
ω
蜀
ロ
畠
象
ω
8
く
。
話
伽
σ
団
O
p
℃
謬
噛
毒
巴
肖
ρ
＼
σ
q
o
貯
α
q
ヰ
。
ヨ
○
そ
げ
団
『
8

　
　
ε
O
げ
ぎ
ρ
嵩
血
腫
＼
H
q
日
嵩
。
ω
H
o
コ
σ
q
卿
画
σ
8
巴
ω
斜
詔
旨
。
写
げ
。
げ
一
富
簿
■

　
②
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
ウ
ェ
ー
ク
島
の
登
場
1
－
『
新
訂
万
国
全
図
』
原
拠

　
　
問
題
に
関
連
し
て
」
『
古
地
図
研
究
』
第
｝
○
○
号
、
一
九
七
百
年
参
照
。

　
　
　
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
、
文
化
六
年
（
【
八
〇
九
年
）
　
『
新
撰
洋
学
年
表
』
は
和

　
　
蘭
通
辞
に
魯
・
英
房
語
の
兼
習
が
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　
③
芦
田
教
授
論
文
に
つ
い
て
は
本
稿
6
頁
注
①
参
照
。

　
④
　
こ
の
辺
り
の
時
間
的
な
情
報
の
流
れ
に
関
す
る
資
料
は
目
下
の
と
こ
ろ
筆
者
の

　
　
手
許
に
は
な
い
。
従
っ
て
情
報
伝
達
の
時
間
的
経
過
に
つ
い
て
は
、
常
識
的
推
測

　
　
に
た
よ
る
外
は
な
い
。

　
　
バ
ス
、
プ
リ
ン
ダ
ー
ス
の
発
見
に
つ
い
て
は

早
年
七
二
歳
。

　
　
即
〉
．
ω
搾
。
犀
g
．
巖
候
℃
ざ
器
話
、
鉗
㊤
℃
ρ
○
胃
㊤
隣
。
携
貯
夢
①
O
騨
H
8
σ
Q
冨
℃
三
〇

　
　
閑
0
8
巳
。
｛
0
8
◎
q
轟
℃
三
〇
巴
U
一
。
・
8
＜
魯
メ
一
り
①
9
℃
¶
卜
∂
濫

　
　
躍
如
．
閃
議
ω
（
財
岱
．
）
裏
話
男
四
〇
誌
。
玉
器
登
〉
出
芽
8
曼
。
｛
H
仲
ω
0
8
α
q
同
？

　
　
℃
三
〇
9
国
×
覧
。
轟
¢
o
昌
　
〉
銀
図
口
H
O
》
濱
O
国
O
O
国
〉
出
戸
H
O
＞
U
ω
O
O
H
国
目
殴

　
　
ω
℃
o
o
隠
妻
℃
ロ
三
一
8
¢
o
昌
冥
ρ
ω
Q
。
．
H
㊤
①
メ
℃
や
謹
8
b
。
窃
ド

　
⑤
　
ク
ッ
ク
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
岸
の
西
方
部
分
に
．
、
り
窪
山
鼠
℃
簿
葭
賭
暮
嘱
．
㎝

　
　
象
ω
o
o
．
日
①
b
。
8
、
、
と
記
し
て
い
る
。

　
⑥
彼
の
伝
記
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
目
下
の
と
こ
ろ
全
く
な
い
。
研
究
者
が

　
　
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
そ
の
研
究
は
未
発
衷
で
あ
る
。
し
た

　
　
が
っ
て
止
む
を
得
な
い
の
で
、
つ
ぎ
の
人
名
辞
霞
を
た
よ
り
に
、
こ
れ
を
要
約
し

　
　
て
一
応
の
見
透
し
を
得
た
い
。
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碧
く
・
同
0
9
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メ
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ρ
霧
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伽
詫
旧
聞
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（
g
ρ
お
刈
ρ

∪
一
〇
鉱
。
ロ
鉱
お
Q
①
昌
脅
巴
儒
。
ゆ
δ
σ
q
窮
覧
凱
o
o
け
α
．
三
湾
。
搾
ρ
篇
。
コ
蔓
夢
。
ざ
σ
q
一
P

α
o
σ
q
8
σ
q
霞
勺
罠
。
衆
多
。
冨
目
p
c
a
o
け
蜜
。
α
o
露
o
O
9
垣
も
母
①
ρ
自
㊦
ω
2
馨
β
巳
綜
ω

①
酔
α
Φ
ω
紗
ω
鉱
貯
¢
8
ω
、
○
円
同
①
8
器
ω
閑
。
葺
鉱
湧
噛
津
睾
g
窃
。
ω
簿
ゆ
浄
触
毬
σ
q
酵
①
。
・
「

一
Q
。
Φ
G
n
・

9
目
σ
o
ヨ
器
「
d
葺
く
①
誘
畏
唱
H
o
昌
8
考
げ
α
q
U
隠
江
。
瓢
即
q
o
｛
b
ご
δ
σ
q
諺
℃
げ
《
き
α

竃
博
げ
。
ご
α
Q
ざ
お
Q
。
O
．

ρ
乱
切
騨
諺
冨
蹄
（
国
傘
y
同
冨
望
①
〆
〈
○
①
簿
ロ
蔓
O
署
δ
唱
a
す
。
｛
顕
ρ
ヨ
。
。
。
■

お
α
膳
．
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七
　
q
シ
ア
に
お
け
る
彷
製
図
の
可
能
性
・
そ
の
他

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
地
図
は
レ
ザ
ノ
ブ
来
朝
の
際
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
前
述
の
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
世
界
海
図
す
な
わ
ち
q

図
が
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
原
図
の
p
シ
ア
に
お
け
る
彷
製
図
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
を
念
の
た
め
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
筆
者
蒐
集
の
写
真
資
料
の
一
つ
に
「
数
年
来
企
て
ら
れ
た
太
平
洋
・
氷
海
に
お
け
る
ロ
シ
ア
人
航
海
者
に
よ
る
海
洋
発
見
の
地
図
」
な
る
ロ

シ
ア
製
の
一
図
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
一
八
〇
二
年
皇
帝
の
秘
庫
の
地
図
を
資
料
と
し
て
外
国
航
海
者
最
新
の
観
測
に
従
っ
て
製
作
・
彫
製
さ
れ

た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
所
収
の
範
囲
は
、
東
は
北
米
西
岸
を
ふ
く
み
、
南
は
太
平
洋
上
の
北
緯
四
〇
度
ま
で
、
西
は
黒
龍
江
下
流
部
を
ふ
く

ん
で
朝
鮮
は
除
か
れ
、
北
は
ア
ジ
ア
大
陸
の
北
極
海
海
岸
線
を
完
全
に
包
含
す
る
。
東
西
各
二
枚
の
四
枚
組
よ
り
成
り
、
メ
ル
カ
ト
ル
図
法
に

よ
り
、
経
緯
度
と
も
に
五
度
間
隔
で
引
線
さ
れ
る
。

　
い
ま
こ
の
図
の
日
本
の
北
辺
を
み
る
と
、
そ
の
カ
ラ
フ
ト
は
完
全
な
ラ
ペ
ル
ー
ズ
型
を
示
し
て
い
る
。
サ
ガ
リ
ン
の
南
に
は
一
小
島
が
あ
り

「
カ
ラ
フ
ト
或
は
シ
こ
と
島
名
を
記
し
、
さ
ら
に
そ
の
南
に
「
マ
ッ
マ
イ
」
島
が
描
か
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
南
の
二
島
は
一
七
九
三
年
頃
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

さ
れ
る
松
前
藩
医
加
藤
寿
の
「
松
前
地
図
」
の
輸
郭
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
と
雷
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
ラ
ペ
ル
ー
ズ
型
の
カ
ラ
フ
ト
に
加
う
る
に

加
藤
型
の
カ
ラ
フ
ト
・
マ
ツ
マ
イ
と
い
う
類
型
で
描
か
れ
る
こ
の
地
図
は
、
結
果
的
に
は
完
全
な
カ
ラ
フ
ト
ニ
島
説
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
図
と

同
様
な
姿
を
呈
示
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ロ
シ
ア
図
の
ラ
ペ
ル
…
ズ
型
の
カ
ラ
フ
ト
島
国
分
は
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
の
一
七
九
八
年
・
一
八
○
八
年
の
太
平
洋
図
の
カ
ラ
フ
ト
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と
そ
の
輪
郭
・
ス
ケ
ー
ル
を
同
じ
く
し
て
完
全
に
重
な
り
合
う
。
し
か
し
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
・
千
島
列
島
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
な
ど
の

部
分
は
、
ア
ロ
ウ
ス
、
ミ
ス
の
太
平
洋
海
図
と
は
明
ら
か
に
異
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
図
が
グ
リ
ニ
チ
初
度
の
経
度
で
あ
る
の

に
対
し
て
こ
れ
と
異
な
る
基
準
経
度
を
と
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
こ
と
は
、
第
一
に
ア
ロ
ウ
ス
、
ミ
ス
の
一
七
九
八
年
刊
太
平
洋
図
の
カ
ラ
フ
ト
部
分
の
敷
き
写
し
の
跡
を
歴
然
と
さ
せ
て
お
り
、
第
二

1

：

ト

1

1
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．
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に
は
カ
ム
チ
ヤ
ヅ
カ
・
千
島
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
北
部
・
中
部
に
対
す
る
μ
シ
ア
の
地
理
的
知
識
に
関
す
る
満
々
た
る
自
信
を
示
し
て
お
り
、
こ

の
認
識
の
上
に
立
っ
て
、
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
太
平
洋
海
図
を
改
変
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
三
に
現
今
の
北
海
道
・
南
千
島
方
面
で
加
藤
図
型
を

採
用
し
て
い
る
点
、
第
一
の
カ
ラ
フ
ト
に
お
け
る
ラ
ペ
ル
ー
ズ
型
の
採
用
と
と
も
に
こ
の
地
域
も
ま
た
ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て
尚
正
確
に
知
ら
れ

る
こ
と
の
す
く
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
第
四
に
こ
の
図
の
輪
郭
こ
そ
レ
ザ
ノ
ブ
を
搭
乗
さ
せ
て
き
た
ク
ル
ー
ゼ
ン

シ
ュ
テ
ル
ソ
艦
長
魔
下
の
ナ
デ
ジ
ュ
ダ
号
が
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
を
出
港
す
る
前
後
に
お
け
る
田
本
北
辺
に
つ
い
て
の
ロ
シ
ア
最
新
の
地
理
的

知
識
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
〇
二
年
と
い
え
ば
こ
の
翌
年
八
月
七
日
ナ
デ
ジ
ュ
ダ
号
は
錨
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
北
太
平

洋
に
乗
出
す
彼
等
の
た
め
に
こ
の
地
図
は
つ
く
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ク
ル
…
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
の
航
海
記
に
は
、
太
平
洋
中
の
航
海
の
く
だ
り
で
、
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
「
太
平
洋
海
図
」
に
つ
い
て
、
九
枚
組
・
一

枚
も
の
の
両
種
と
も
述
べ
た
箇
所
が
見
出
さ
れ
る
が
、
世
界
海
図
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
航
海
記
が
局
部
の
移
動
の
記
述
に
な
る
た
め
、

「
太
平
洋
海
図
」
の
如
き
部
分
を
扱
う
も
の
を
参
照
す
る
の
が
便
利
で
あ
っ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。

　
他
方
ナ
デ
ジ
ュ
ダ
号
の
書
庫
は
大
層
充
実
し
て
い
た
よ
う
で
同
航
海
記
に
は
、

　
必
要
な
海
図
は
周
到
に
蒐
め
ら
れ
て
整
理
せ
ら
れ
て
あ
り
、
書
庫
に
は
賢
明
な
選
択
を
経
た
書
籍
が
お
さ
め
ら
れ
て
居
た
の
で
、
此
等
の
点
に
関
し
て
予
は

　
　
　
・
・
。
．
・
・
●
●
。
。
…
③

　
何
ら
そ
れ
以
上
を
望
む
要
が
な
か
っ
た
。
（
羽
仁
五
郎
訳
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
完
壁
に
近
い
航
海
資
料
の
蒐
集
の
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
六
年
間
も
滞
在

し
、
艦
隊
勤
務
の
経
験
も
あ
る
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
艦
長
が
、
つ
い
二
、
三
年
前
の
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
世
界
海
図
を
の
せ
ず
に
出
発
し
た
と

す
る
蓋
然
性
は
む
し
ろ
低
い
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
本
木
庄
左
衛
門
は
『
彙
輯
北
衛
図
説
集
覧
備
致
』
の
説
明
に
お
い
て
記
す
よ
う
に
「
文
化
元
年
魯
西
亜
国
ノ
使
節
入
貢
ノ
日
ニ
ア
タ

リ
テ
衡
シ
到
レ
ル
」
こ
の
図
を
「
私
二
請
得
」
た
の
で
あ
る
。
　
ロ
シ
ア
艦
は
た
し
か
に
こ
の
図
を
の
せ
て
長
崎
に
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
北
夷
考
証
』
は
「
譜
三
里
亜
国
ア
ル
ロ
ウ
ス
ミ
ッ
ト
ナ
ル
者
新
製
輿
地
図
」
と
い
い
、
　
『
彙
輯
北
蕎
図
説
集
覧
備
蓄
』
に
は
「
譜
厄
里
亜
国
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撰
海
上
全
図
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
高
橋
景
保
よ
り
闘
重
富
へ
の
書
簡
に
は
こ
の
図
に
つ
い
て
「
庄
左
衛
門
差
出
候
エ
ン
ゲ
ル
ス
図
」
と
は
っ

き
り
イ
ギ
リ
ス
製
と
し
、
そ
の
他
の
国
で
彷
製
さ
れ
た
地
図
で
あ
る
と
す
る
に
は
余
り
に
も
判
然
と
イ
ギ
リ
ス
図
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

前
述
の
如
く
「
図
説
図
」
⑧
に
は
O
国
》
窯
犀
浅
い
○
司
8
諺
濁
6
》
菊
磯
以
下
数
箇
の
英
語
ス
ペ
ル
に
よ
る
地
理
的
名
称
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。

　
ま
た
前
述
「
新
訂
万
国
全
図
」
に
み
え
る
ウ
ェ
ー
ク
島
は
「
西
洋
人
ワ
ケ
始
見
」
の
島
と
注
記
さ
れ
て
い
た
。
も
し
ロ
シ
ア
に
お
け
る
彷
製

ロ
シ
ア
語
訳
図
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
ウ
ェ
ー
ク
に
対
し
て
群
シ
ア
語
、
、
葛
勢
．
、
冒
・
。
梼
〕
の
片
仮
名
訳
表
記
が
当
て
ら
れ
て
い
る

筈
で
、
　
「
ウ
ェ
イ
ク
五
聖
」
の
島
と
な
っ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
図
が
ロ
シ
ア
に
お
け
る
彷
製
図
で
あ
っ
た
と
す
る
に
は
無
理
が

あ
る
よ
う
に
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
そ
し
て
「
庄
左
衛
門
差
出
候
エ
ン
ゲ
ル
ス
図
」
な
る
表
現
に
は
、
ほ
と
ん
ど
原
図
の
面
影
す
ら
み
と
れ
る
よ
う
な
感
が
あ
る
。

　
黒
星
に
つ
い
て
は
、
現
存
の
も
の
は
部
分
図
の
み
で
『
北
夷
考
証
』
所
収
図
の
場
合
、
原
図
の
わ
ず
か
の
省
略
を
伴
う
原
寸
の
写
図
で
あ
り
、

『
彙
巽
北
窩
図
説
通
備
孜
』
所
収
図
は
地
名
を
全
く
、
あ
る
い
は
大
き
く
欠
き
、
航
路
が
加
わ
り
、
そ
れ
に
上
端
に
経
度
目
盛
が
そ
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

し
か
し
、
経
度
数
の
表
示
を
欠
い
て
は
お
り
、
意
を
以
て
山
田
が
略
し
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
終
り
に
、
レ
ザ
ノ
ブ
来
朝
の
際
、
送
還
さ
れ
て
帰
っ
て
き
た
津
太
央
一
行
の
も
た
ら
し
た
『
環
海
異
聞
』
図
の
検
討
を
行
い
た
い
。
そ
れ
は

わ
が
国
に
入
っ
て
き
た
状
況
と
と
も
に
、
図
が
ら
に
お
い
て
、
左
右
両
方
に
ア
ロ
ウ
ス
、
ミ
ス
世
界
海
図
同
様
日
本
附
近
が
描
か
れ
、
彼
ら
の
乗

艦
が
出
港
以
来
辿
っ
た
航
路
が
記
載
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
い
ま
右
図
を
比
較
す
る
と
、
所
収
範
囲
に
お
い
て
、
ア
ロ
ゥ
ス
、
ミ
ス
世
界
海
図
が
左
端
を
朝
鮮
半
島
を
東
西
に
わ
か
つ
中
心
線
か
ら
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
を
分
断
す
る
線
で
限
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
　
『
環
海
異
闘
』
図
は
、
北
は
タ
イ
ミ
ル
半
島
西
側
で
、
南
は
不
明
確
な
が
ら
イ
ン
ド

シ
ナ
半
島
あ
る
い
は
マ
レ
ー
半
島
よ
り
西
で
限
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
南
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
を
示
さ
な
い
。
右
端
で
は
、
ア
ロ

ウ
ス
ミ
ス
世
界
海
図
が
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
基
部
よ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
間
の
海
洋
中
で
切
断
さ
れ
て
ニ
ュ
ー
ジ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ラ
ン
ド
を
ふ
く
ま
ぬ
の
に
対
し
、
　
『
環
海
異
聞
』
図
は
ア
ジ
ア
北
東
端
の
す
べ
て
を
ふ
く
み
、
ま
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
包
摂
し
て
い
る
。
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さ
ら
に
『
環
海
異
聞
』
図
お
よ
び
岡
図
に
近
縁
の
系
統
の
図
で
は
タ
ス
マ
ニ
ア
島
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
分
離
し
て
お
ら
ず
、
北
極
海
で

は
ノ
バ
ヤ
ゼ
ム
リ
ア
は
一
島
を
な
し
た
ま
ま
で
、
ア
ラ
ス
カ
半
島
は
そ
の
姿
を
み
な
い
。
　
『
環
海
異
聞
』
図
お
よ
び
近
縁
の
図
が
ご
く
疎
略
な

写
図
の
た
め
、
詳
細
に
論
ず
る
こ
と
は
却
っ
て
事
態
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
に
は
通
じ
な
い
よ
う
に
考
え
る
の
で
概
略
に
止
め
る
が
、
す
で

に
こ
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
の
両
者
の
差
異
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
図
の
原
図
と
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
q
図
と
は
異
な
る
よ
う
に
思
う
。

　
こ
の
『
環
海
異
聞
』
図
の
漂
図
に
つ
い
て
は
、
同
書
に
漂
民
の
帯
来
し
た
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
版
の
方
図
四
枚
よ
り
成
る
図
と
記
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ア
ロ
ゥ
ス
ミ
ス
世
界
海
図
は
そ
の
地
図
の
部
分
の
み
で
銅
版
八
枚
よ
り
な
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

①
穴
》
℃
6
跨
＼
竃
8
n
塁
拳
。
夷
℃
ぴ
三
詠
＼
唱
。
。
。
響
。
鶏
乙
｛
一
字
δ
℃
曾
葛
霧
器
落
鮎
＼

　
臣
＼
ゴ
商
×
9
膜
類
出
①
富
盛
寡
。
竃
♂
ζ
o
冨
壽
＼
雷
干
ω
甲
乾
き
ヨ
岩
拳
k
£
一
器
薫
ぴ
困
湊
．

　
＼
起
嵩
8
曾
↓
じ
。
2
田
〇
三
♂
＼
響
。
臨
蚤
㊦
腿
↓
S
∩
【
〈
鶏
。
じ
づ
⑦
養
．
嗣
Φ
o
ヨ
薗
＼
寸
言
六
義
げ
＼

　
8
、
鳶
器
元
口
き
ぎ
切
虻
岬
揖
甲
ヨ
び
岩
9
δ
鳶
三
豊
欝
＼
【
田
g
↓
鵠
遷
7
誤
び
中
名
。
置
？

　
覚
鍔
8
げ
甲
【
累
算
器
霧
＼
鵠
召
畠
嗣
も
8
鼻
口
H
o
。
8
『
0
8
壼
．

②
　
高
倉
儒
一
郎
・
柴
田
定
告
「
我
国
北
海
道
本
島
地
図
の
変
遷
－
油
気
本
地
図
作

　
製
史
第
四
報
1
」
『
北
方
文
化
研
究
報
出
想
、
第
六
集
、
一
九
四
二
年
、
一
一
一
…

　
一
【
工
頁
。
な
お
近
年
同
教
授
等
に
よ
っ
て
編
せ
ら
れ
た
古
地
図
集
『
北
方
領
土
臨

　
一
九
七
一
年
刊
で
は
寛
致
五
年
墳
と
い
う
作
成
年
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
ま
た
ラ
ッ
ク
ス
マ
ン
渡
米
の
際
の
地
図
の
交
流
に
つ
い
て
は
秋
月
無
謬
「
蝦
夷

　
地
に
伝
わ
っ
た
ロ
シ
ア
地
図
」
『
え
う
る
』
第
二
考
、
　
九
七
五
年
が
あ
る
。

③
羽
仁
五
郎
訳
注
『
ク
ル
ウ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ソ
臼
本
紀
行
』
上
巻
、
一
九
三
…
年
、

　
六
四
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

④
　
文
化
六
年
五
月
九
日
付
高
橋
景
保
よ
り
問
重
寓
意
書
簡
追
伸
に
み
え
る
。
資
料

　
は
一
七
頁
注
①
参
照
。
　
「
嘉
永
二
年
二
八
月
忌
調
陀
通
詞
目
付
本
木
畠
左
衛
門
省

　
上
由
緒
書
」
に
よ
れ
ば
、
本
木
愚
左
衛
門
の
父
庄
左
衛
門
は
「
文
化
元
年
、
阿
爾

　
陀
献
上
物
附
添
愚
拙
付
」
、
　
さ
ら
に
文
化
五
年
に
も
岡
じ
く
離
籍
陀
献
上
物
附
添

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
り

　
と
し
て
鵬
府
し
、
六
月
以
降
浅
草
天
文
台
に
引
移
っ
て
同
所
に
お
い
て
万
関
地
図

　
む
　
　
む

　
和
解
井
和
蘭
軍
艦
図
解
等
を
仰
付
け
ら
れ
滞
り
な
く
こ
れ
を
勤
め
て
、
同
年
十
二

　
月
帰
郷
し
て
い
る
。
も
し
、
右
の
万
国
地
図
が
こ
こ
に
い
う
「
庄
左
衛
門
差
繊
候

　
エ
ン
ゲ
ル
ス
図
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
英
国
製
の
原
図
が
存
在
し
、
か
つ
そ
の
訳
図

　
も
本
木
庄
左
衛
門
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
目
下
の

　
と
こ
ろ
筆
者
の
研
究
段
階
で
は
原
図
な
ら
び
に
原
図
全
颪
に
わ
た
る
三
図
の
現
物

　
資
料
を
欠
く
の
で
判
．
断
は
な
お
保
留
す
る
。

⑤
　
三
一
頁
注
①
参
照
。

⑥
　
『
環
海
異
聞
』
図
の
近
縁
図
で
、
そ
の
東
西
両
端
を
こ
れ
と
同
じ
く
し
な
い
も

　
の
若
干
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
q
図
と
そ
の
範
囲
を
異
に
す
る
。

⑦
『
環
海
異
聞
』
巻
一
二
、
『
北
門
叢
書
』
本
九
九
i
一
〇
〇
頁
。

　
な
お
、
こ
こ
に
み
え
る
漂
風
将
来
の
彼
ら
の
帰
来
航
路
を
記
し
た
方
園
四
枚
を
間

　
重
窩
が
校
訂
し
て
、
「
別
に
総
界
全
図
を
製
し
」
た
「
暦
局
新
製
校
定
海
路
全
図
」

　
と
い
う
も
の
は
、
儀
図
の
原
図
ま
た
は
模
写
図
の
い
ず
れ
か
が
基
礎
図
と
し
て
用

　
い
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
　
「
官
物
御
蔵
の
ア
ル
ロ
ウ
ス
ミ

　
ッ
ト
麟
」
　
〔
『
質
量
考
証
』
〕
に
は
、
　
「
図
説
図
」
④
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
ナ
デ
ジ

　
ユ
ダ
号
の
航
跡
が
正
確
に
記
さ
れ
て
お
り
、
q
閣
の
上
辺
、
下
辺
に
は
正
確
な
ス

　
ケ
ー
ル
・
距
離
等
の
測
定
の
資
料
も
付
せ
ら
れ
て
お
り
、
漂
斑
将
来
図
の
校
訂
に

　
は
絶
好
の
条
件
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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「新訂万圏全図」の主要資料アロウスミスの原図について（船越）

む
　
す
　
び

　
以
上
わ
が
国
現
存
の
ア
寮
ウ
ス
ミ
ス
世
界
図
の
部
分
筆
写
資
料
と
そ
の
関
連
文
献
の
地
図
的
要
素
を
確
定
し
て
、
そ
れ
を
西
欧
に
蔵
せ
ら
れ

る
世
界
海
図
に
も
と
め
て
一
応
の
結
論
を
見
出
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
主
要
資
料
と
し
て
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
「
新
訂
万
国
全
図
」
は
筆
者
が

か
つ
て
述
べ
た
よ
う
に
中
国
資
料
を
も
ま
た
包
摂
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
伊
能
の
同
本
に
お
け
る
す
ぐ
れ
た
業
績
や
、
間
宮
の
北
辺
に
お
け
る

苦
闘
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
含
む
こ
と
ま
た
無
論
で
あ
っ
た
。
経
緯
線
と
い
う
き
わ
め
て
シ
ン
プ
ル
な
軌
範
の
も
と
に
語
り
か
け
ら
れ
た
こ
の
世
界

の
姿
こ
そ
、
　
「
文
化
の
地
理
学
」
が
世
界
を
「
地
理
的
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
」
と
し
て
捉
え
、
か
つ
そ
れ
を
表
白
し
た
モ
ニ
．
一
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

　
い
ま
「
新
訂
万
国
全
図
」
の
主
要
資
料
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
世
界
海
図
を
一
応
検
討
し
終
え
て
、
こ
の
図
が
西
欧
に
お
い
て
も
ま
た
ク
ッ
ク
以
来

の
卓
抜
し
た
航
海
・
測
量
な
ど
の
伝
統
に
支
え
ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス
で
作
成
さ
れ
、
し
か
も
筆
者
の
考
証
に
示
し
た
よ
う
に
当
時
最
新
の
地
理
的

知
識
に
よ
っ
て
溝
成
さ
れ
て
い
る
姿
を
垣
間
見
た
。

　
一
方
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
高
橋
景
保
を
中
心
と
す
る
天
文
方
を
中
心
と
す
る
一
群
の
ひ
と
び
と
は
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
つ
ぎ
の
『
国
富
考
証
』
の
一
文
は
端
的
に
こ
れ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
ア
ロ
ゥ
ス
ミ
ス
世
界
海
図
に
つ
い
て
、

　
古
今
舶
来
諸
地
図
中
コ
レ
ヨ
リ
精
ナ
ル
ハ
ナ
ク
、
又
新
製
ナ
ル
ハ
ナ
シ
。
何
ソ
ト
ナ
レ
バ
、
従
来
不
分
明
又
未
墾
ノ
地
方
ノ
如
キ
モ
尽
ク
明
藪
シ
、
其
麟
海

　
　
・
実
験
セ
シ
モ
ノ
ハ
其
行
海
ノ
針
路
ヲ
引
線
シ
、
其
年
月
ヲ
傍
記
シ
、
雨
雫
地
形
ノ
出
没
・
方
位
等
ヲ
改
正
ス
ル
ノ
類
、
其
詳
ナ
ル
事
挙
テ
計
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。

　
実
二
古
今
独
歩
ノ
精
図
ナ
リ
〔
三
略
〕
宜
ナ
ジ
、
藷
厄
里
亜
人
斜
影
濯
巴
洲
中
二
於
テ
殊
二
航
海
術
二
専
精
ナ
ル
事
、
他
方
コ
レ
ニ
法
ル
モ
ノ
多
シ
云
々

と
こ
の
事
実
を
正
確
に
認
識
し
て
い
た
。
か
か
る
基
本
的
認
識
の
上
に
こ
の
す
ぐ
れ
た
地
図
を
受
容
し
、
東
方
の
地
理
的
知
識
を
も
っ
て
付
加

修
正
し
て
成
っ
た
「
新
訂
万
国
全
図
」
が
、
国
際
的
に
み
て
も
第
一
流
の
も
の
と
な
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
文
化
年
間
の

歴
史
的
位
置
が
、
自
立
的
文
化
要
素
と
外
来
文
化
要
素
の
統
合
の
上
に
立
つ
国
際
社
会
へ
の
参
加
の
準
備
の
時
代
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ア
ロ

ウ
ス
ミ
ス
の
世
界
海
図
を
主
要
資
料
と
し
て
成
っ
た
「
新
訂
万
国
全
図
」
こ
そ
地
理
学
の
分
野
に
お
い
て
「
文
化
の
時
代
」
を
象
徴
す
る
に
足
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る
作
晶
だ
っ
た
と
評
価
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
高
橋
景
保
を
は
じ
め
と
す
る
一
群
の
ト
レ
ー
ガ
ー
の
な
か
に
森
林
太
郎
の
い
わ
ゆ
る
近
世
の
「
二
本
足
」
の
学
者
の
姿
を
み
る
思

　
　
①

が
す
る
。
こ
の
理
念
は
明
治
以
来
、
戦
前
は
む
ろ
ん
、
戦
後
に
い
た
る
ま
で
も
知
識
人
の
世
界
の
底
流
に
あ
る
巨
大
な
流
れ
で
あ
っ
た
。
　
「
文

化
の
地
理
学
」
は
現
在
の
わ
れ
わ
れ
に
も
直
接
に
つ
な
が
る
問
題
を
提
起
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
は
じ
め
本
稿
で
は
ア
ロ
ウ
ス
ミ
ス
世
界
図
が
、
　
「
新
訂
万
国
全
図
」
の
重
要
資
料
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
転
生
す
る
か
、
あ
る
い
は
校
閲
の

た
め
の
他
の
諸
国
と
い
か
に
比
較
・
検
討
・
評
価
さ
れ
た
か
を
論
ず
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
筆
者
に
与
え
ら
れ
た
紙
幅
と
時
間
は
す
で
に

尽
き
て
し
ま
っ
た
。
機
会
を
得
て
稿
を
新
た
に
し
た
く
考
え
る
。
博
雅
の
示
教
を
得
た
く
思
う
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

①

森
林
太
郎
「
墨
色
先
生
」
『
東
京
経
済
雑
誌
』
第
六
三
巻
、
　
一
五
九
一
号
。

（『

纐
ﾊ
岡
口
博
士
七
回
忌
記
念
号
』
）
　
一
九
一
一
年
。
ま
た
『
森
鶴
外
全
集
』

（
岩
波
書
店
版
）
第
二
六
巻
、
一
九
七
三
年
、
四
二
一
一
四
二
三
頁
。

　
在
外
研
究
中
、
好
意
あ
る
承
教
と
資
料
蒐
集
等
に
援
助
を
得
た
魔
窟
｛
o
。
。
8
門

ρ
淡
O
o
臼
p
P
　
U
憎
　
O
．
ω
〇
三
径
Φ
さ
　
O
鉾
　
∪
’
U
Φ
　
＜
甑
㊦
し
。
噂
σ
μ
　
国
ン
く
巴
嵩
ω
讐

U
鉾
炉
N
α
σ
q
器
が
り
腔
芝
ン
く
き
嚇
U
賢
国
噛
閑
一
①
臼
讐
9
図
．
℃
o
σ
q
き
昌
璽
諸
環
g

寓
噂
曾
㌶
切
。
湧
圃
警
尋
匿
¶
｝
・
団
拶
ざ
薄
層
8
富
器
。
斜
梱
。
ワ
審
℃
げ
ゆ
P
d
尊
鑓
●

銀
暮
ω
鼻
　
ま
た
、
英
仏
両
国
滞
在
申
庇
護
を
賜
っ
た
　
U
μ
9
累
⑦
㊦
警
餌
鼻

O
ぴ
○
．
U
爵
　
℃
槻
。
｛
①
ω
ω
o
穏
　
蜜
．
O
げ
一
ω
げ
。
一
ヨ
鴫
　
勺
同
o
h
o
器
。
ロ
搬
　
℃
。
U
o
ヨ
悉
く
二
冨
噌

℃
屍
鼠
＄
。
。
o
舞
レ
持
ω
o
曳
ヨ
猷
の
各
位
に
深
甚
の
謝
意
を
蓑
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
予
備
的
な
資
料
の
報
告
や
写
真
の
依
頼
を
煩
を
い
と
わ
ず
行
っ
て
い
た
だ
い

た
福
井
保
氏
・
石
山
洋
氏
・
藤
原
利
一
郎
教
授
・
高
橋
正
氏
の
好
意
に
対
し
て
謝

意
を
表
す
る
こ
と
む
ろ
ん
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
稿
は
京
都
大
学
文
学
部
水
津
一
朗
教
授
を
代
表
者
と
す
る
文
部
省
科

学
研
究
費
綜
合
研
究
A
「
地
理
的
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
（
表
現
と
そ
の
手
段
）
の
思
想

史
一
そ
の
東
西
比
較
一
」
の
研
究
分
担
に
こ
た
え
る
報
告
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
鼠
呂

〔
追
記
〕
儀
図
下
辺
経
度
目
盛
内
側
に
は
ピ
・
民
。
ジ
犀
匪
昏
巴
漉
け
げ
。
ぎ
賞
言
出
H
・
，
・
嵩
8
と
あ
り
、
欄
外
に
も
ピ
。
蝕
8
層
害
げ
房
冨
α
8
。
σ
q
ε
｝
。
叶
言
琶

　
閤
貯
嵩
り
O
と
あ
る
。

　
　
他
方
、
一
七
九
四
年
以
後
と
さ
れ
る
q
図
、
一
七
九
八
一
九
年
と
さ
れ
る
q
図
の
下
辺
欄
外
に
も
い
。
鼠
。
戸
℃
鶉
窪
尻
ぎ
α
器
夢
。
諺
事
象
器
9
ω
諺
箕
出
H
。
。
“
嵩
Φ
O
。
と

　
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
等
の
高
鷲
に
描
か
れ
る
航
跡
の
最
新
の
も
の
は
一
七
八
九
年
の
ω
。
ρ
吾
曾
8
σ
q
げ
ω
の
航
跡
で
あ
る
の
で
、
こ
の
q
図
の
作
成
は
一
七
九
〇
年
四
月
以
降
で

　
あ
り
、
儀
図
に
も
こ
れ
が
残
る
の
は
、
一
七
九
〇
年
四
月
一
日
の
法
令
に
従
っ
て
こ
の
図
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
理
解
す
れ
ば
矛
盾
な
く
解
せ
ら
れ
る
。
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The　Original　Map　of　Arrowsmith　as　a　Main’Source　of

‘Shintei・8αnleOfeu　Zen4u’「新訂万国全図」（Revised　Map

pf　t．he　．　World）　．

by

Akio　Funakoshi

　　Modern　geography　iR　Japan，　the　author　considers，　emerged　in　the

early　1800’s．　‘Shintei　Bankofeu　Zenzu’，　’a　representative　worl〈　of　the

era，　was　an　integrqted　result　of　the　wide　collecting　of．Chinese　and

European　sources　and，　in　additioR，　of　the　scientific　investigation　for

Proper　land　of　Japan　and　of　the　exploratlons　’which　they　had　been

attemptlng　so　as　to　obtain　geographical　informatidns　of　northern　terra

incognita．　ln　it　is　observed　not　only　their　passive　acceptance　of

Chinese　and　European　knowledge，　but　also　the　active　engagement

accompanled　by　their　own　‘　langage　de　la　g60graphie　’．

　　The　author　intends　in　this　article　to　throw　light　on　the　date　of

publishing　of　A．　Arrowsmith’s　map，　which　was　a　main　source　of

‘　Shintei　Banleofeu　Zenzu’，　investigating　into　the　cartographic　elements

of　an　extant　Japanese　traRsiatioR　6f　that　map　of　the　part　north　to

Japan，　that圭s　the　Sea　of　Okhotsk　and　Kamchatka，《vith三ts　explanation，

then　to　set　forth　the　fact　that　scholars　in　Japan　had　already　realized

a　remarkabie‘langage　de　la　g60graphie’on　tlie　world　more　than・a

half　century　before　the！晩膨明治Restoratio孕・

Le　mouvement　de　la　paix　et　la　monarchie　cap6eienne　du　XIIe　siecle

　　　　　par

Atushi　Egawa

Il　y　q　ply［sieurs．　．6tg．des　qui　analisept　ia　successlgA　du　mouvement　de　la

paiX．　Pay　leS．p，buy．oirsi　des　prlncgs　ter；itoriaux．．；　pta．is　beaucoup　’d’entre

elles’ 刀finclinerit　b”la　viSio’n　trbs’ 鰍浮窒奄р奄曹浮?．　Cette　6tude　vise”b　intetpr6－

ter　la　relation　politique　entre　ce　mottvement　et　la　monarchie　cap6tienne

du　XIIe　siecle．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（164）




